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■町功労表彰・文化賞・スポーツ顕彰 
　　　　　・教育奨励賞受賞者 
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　　　　　　七戸町予算説明書 

■保健情報 

■行政のひろば 

■まちのできごとあれこれ 

■いきいきひろば 

■お知らせ 

　町内の小中学校で卒業式が行われ、今年度は小学校138人、中学校

171人、あわせて309人の児童生徒が卒業証書を手に、新たな旅立ちの

一歩を踏み出しました。 

　このうち、３月８日に行われた榎林中学校卒業証書授与式では、吉

田照吉校長が、21人の卒業生一人ひとりに卒業証書を手渡し「３年間

で学んだことを土台にし、自分の中の弱い心に負けることなく、人生

を切り開いていってください」と式辞を述べ、卒業生を激励。 

　卒業生代表の　田悠人君が３年間の思い出を振り返りながら「小さ

な大人として、自分の人生は自分で決めていきます」と力強く応えま

した。 

　続いて、恩師や保護者などが見守る中、卒業生全員で卒業式歌を合

唱。温かい祝福に包まれながら、３年間の思い出がつまった母校を巣

立ちました。 
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受賞者を代表してお礼を述べる三上正二さん 

                                          

 

功

労

表

彰

 
 

三
上  

正
二 

　
町
議
員
と
し
て
、
12
年
の
長
き
に

わ
た
り
町
政
発
展
に
寄
与
し
た
功
績
。 

 

附
田
　
　
輔 

　
町
教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
、
18

年
の
長
き
に
わ
た
り
教
育
行
政
の
振

興
に
寄
与
し
た
功
績
。 

 

寺
沢
　
優
子 

　
保
健
協
力
員
と
し
て
、
20
年
以
上

（
24
年
）
の
長
き
に
わ
た
り
保
健
衛

生
の
向
上
に
寄
与
し
た
功
績
。 

 

工
藤
田
鶴
子 

　
保
健
協
力
員
と
し
て
、
20
年
以
上

（
20
年
）
の
長
き
に
わ
た
り
保
健
衛

生
の
向
上
に
寄
与
し
た
功
績
。 

 

田
中  

チ
カ 

　
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
、
20

年
以
上
（
22
年
と
６
ヶ
月
）
在
職
し

現
在
も
継
続
中
。 

 

乙
部
　
京
子 

　
食
生
活
改
善
推
進
員
と
し
て
、
20

年
以
上
（
20
年
と
６
ヶ
月
）
在
職
し

現
在
も
継
続
中
。 
 

山
田
千
一
郎 

　
防
犯
指
導
隊
員
と
し
て
、
20
年
以

上
（
32
年
）
在
職
し
現
在
も
継
続
中
。 

 

木
田
耕
　
郎 

　
交
通
指
導
隊
員
と
し
て
、
20
年
以

上
（
38
年
）
在
職
し
現
在
も
継
続
中
。 

 

酒
井
美
代
志 

　
交
通
指
導
隊
員
と
し
て
、
20
年
以

上
（
27
年
）
在
職
し
現
在
も
継
続
中
。 

   

          

    

文

化

賞

 
  

【
文
化
功
労
賞
】 
 

佐
々
木
勝
志
（
和
田
神
楽
保
存
会
） 

　
会
長
を
務
め
郷
土
芸
能
の
保
存
、

発
展
に
貢
献
し
、
後
進
の
指
導
、
育

成
に
尽
力
し
た
。 

 

　
田
　
福
三
（
上
川
目
神
楽
保
存
会
） 

　
長
年
に
わ
た
り
太
鼓
の
演
奏
者
と

し
て
神
楽
の
伝
承
に
貢
献
し
、
後
進

の
指
導
、
育
成
に
尽
力
し
た
。 

 
米
田
　
　
　
（
七
戸
町
舞
踊
保
存
会
） 

　
長
年
に
わ
た
り
舞
踊
保
存
会
の
踊

り
手
と
し
て
活
動
、
後
進
の
指
導
、

育
成
に
尽
力
し
た
。 

 

小
舘
　
た
ま
（
七
戸
町
舞
踊
保
存
会
） 

　
長
年
に
わ
た
り
舞
踊
保
存
会
の
踊

り
手
と
し
て
活
動
、
後
進
の
指
導
、

育
成
に
尽
力
し
た
。 

 

酒
井
美
代
志
（
花
松
神
社
神
楽
保
存
会
） 

　
天
間
林
村
無
形
民
俗
文
化
財
の
指

定
を
受
け
る
な
ど
会
長
と
し
て
長
年

に
わ
た
り
尽
力
し
、
七
戸
町
郷
土
芸

能
保
存
会
の
初
代
会
長
と
し
て
設
立

等
に
貢
献
し
た
。 

米
澤
　
洋
子
（
七
戸
読
書
会
） 

　「
古
典
散
歩
の
会
」「
七
戸
読
書
会
」

の
会
長
職
を
務
め
町
の
読
書
活
動
の

推
進
・
拡
充
に
貢
献
し
た
。 
 

【
文
化
奨
励
賞
】 

 

田
口
　  

翔
（
三
本
木
農
業
高
等
学
校
） 

　
第
62
回
日
本
学
校
農
業
ク
ラ
ブ 

　
東
北
連
盟
大
会 

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
区
分
…
環
境 

優
秀
賞 

 

岡
村
　
祐
作
（
三
本
木
高
等
学
校
） 

　
青
森
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
　

　
放
送
部
門
大
会
　
朗
読
部
門 

優
良
賞（
東
北
大
会
出
場
） 

 

二
宮
　
　
櫻
（
三
沢
商
業
高
等
学
校
） 

　
東
北
六
県
高
等
学
校
珠
算
・ 

電
卓
競
技
大
会 

　
珠
算
競
技
の
部 

　
団
体
競
技
・
個
人
競
技
　
優
　
勝 

 

瀬
川
　
朋
代
（
七
戸
高
等
学
校
） 

　
青
森
県
学
校
農
業
ク
ラ
ブ 

連
盟
大
会
ポ
ス
タ
ー
の
部 

最
優
秀
賞 

　
青
森
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭  

美
術
部
門
　
優
良
賞 

 

田
村
　
　
南
（
七
戸
高
等
学
校
） 

　
青
森
県
高
等
学
校
総
合
文
化
祭  

書
道
部
門
　
最
優
秀
賞 

　
青
森
県
高
校
生
選
抜
書
藝
展 奨

励
賞 

 

田
　
　
実
咲
（
青
森
山
田
高
等
学
校
） 

　
日
本
管
弦
打
楽
器
ソ
ロ
・
コ
ン
テ
ス
ト 

高
校
生
木
管
楽
器
部
門
本
選 

銀
　
賞 

  
大
平
　
香
織
、
成
田
　
瑠
美
、 

西
野
　
晶
帆
、
市
ノ
渡
ほ
の
か
、 

小
林
　
祥
子
、
浅
野
優
希
代
、 

大
平
　
未
咲
、
小
田
　
百
華
、 

荒
町
十
和
子
、
十
枝
内
友
佳
、 

西
野
　
颯
花
、
作
田
　
　
望
、 

冨
浦
明
日
香
、
伊
藤
　
正
之
、 

田
畑
　
圭
一
、
菅
岡
　
鈴
華 

（
七
戸
高
等
学
校
吹
奏
楽
部
） 

・
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

高
等
学
校
小
編
成
の
部 

青
森
県
大
会
　
金
　
賞 

・
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル 

高
等
学
校
小
編
成
の
部 

東
北
大
会
　
銅
　
賞    

ス
ポ
ー
ツ
顕
賞 

 

※（
所
属-

種
目
） 

 

【
ス
ポ
ー
ツ
功
労
賞
】 

 

三
浦  

　
　
元 

（
体
協-

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
） 

 

【
ス
ポ
ー
ツ
賞
】 

 

鳥
谷
部
彰
洋 

小
山
田
春
香 

坂
井
　
隼
人 

岡
村
　
　
翼 

古
屋
敷
ほ
た
る 

 

【
ス
ポ
ー
ツ
優
秀
賞
】 

 〈
個
人
の
部
〉 

諏
訪
　
道
子 

藤
田
惠
美
子 

中
野
　
真
美 

阿
部
　
泰
晴 

上
野
美
早
紀 

　
田
進
太
郎 

簗
田
　
直
哉 

白
銀
　
結
麻 

鳥
谷
部
美
咲 

（2） 平成24年（2012）4月号 

                                          

                                          

                                          

                                          

                         

（
陸
上
自
衛
隊-

ス
キ
ー
） 

（
三
本
木
農
業
高-

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
） 

（
光
星
学
院
野
辺
地
西
高-

レ
ス
リ
ン
グ
） 

（
東
奥
学
園
高-

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
） 

（
千
葉
学
園
高-

サ
ッ
カ
ー
）  

 
 

 

（
体
協-

水
泳
） 

（
体
協-

水
泳
） 

（
体
協-

水
泳
） 

（
体
協-

陸
上
） 

（
光
星
学
院
高-

柔
道
） 

（
七
戸
高-

ボ
ク
シ
ン
グ
） 

（
青
森
北
高-

ラ
グ
ビ
ー
） 

（
青
森
山
田
高-

水
泳
） 

（
光
星
学
院
高-

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
） 

平成23年度　七戸町功労賞・文化賞・ 
スポーツ顕賞・教育奨励賞　受賞者 

 

　平成23年度の七戸町功労賞・文化賞・スポーツ顕賞表彰式と教育奨励賞表彰式が２月26日、柏葉館

で行われ、町に貢献された方、文化、スポーツの活動で功績のあった方々に表彰状が贈られました。

各賞の受賞者は次のとおりです。（順不同・敬称略） 

表彰情報 表彰情報 



表彰情報 表彰情報 

（3） 平成24年（2012）4月号 

〈
団
体
の
部
〉 

ヴ
ィ
バ
レ
ッ
ジ 

　
　
簗
場
由
美
子
、
池
田
多
恵
子 

　
　
中
居
真
紀
子
、
仁
和
奈
緒
子 

　
　
数
牛
ゆ
か
り
、
浜
村
　
法
子 

 

【
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
】 

 保
土
澤
正
和 

鳥
谷
部
勝
司 

福
村
　
孝
志 

  

教
育
奨
励
賞 

  

【
指
導
者
賞
】 

 

松
山
　
　
勉
（
天
間
東
小
学
校
教
諭
） 

 

【
最
優
秀
賞
】 

 

山
口
　
翔
心
（
七
戸
小
学
校
） 

           

【
優
秀
賞
】 

 〈
個
人
の
部
〉 

瀬
川
　
あ
い
、
瀬
川
　
大
智 

楢
舘
　
理
子
、
佐
藤
　
美
佳 

（
以
上
七
戸
小
学
校
） 

 

西
野
こ
こ
ろ
、
小
島
　
瑳
希 

苫
米
地
東
香
、
新
堂
　
望
衣 

浦
田
　
早
絢
、
成
田
　
　
光 

後
沢
　
和
音
（
以
上
城
南
小
学
校
） 

塚
尾
　
凌
河
、
大
池
　
　
黎 

佐
々
木
涼
名
、
　
松
　
祐
孝 

大
池
　
唯
華
、
和
田
　
幸
代 

仁
和
　
大
成
、
山
田
　
脩
平 

荒
屋
　
汰
樹
、
中
山
　
諒
太 

　
　
　
　
　
（
以
上
七
戸
中
学
校
） 

 

市
ノ
渡
祐
人
、
天
間
　
駿
一 

　
　
　
（
以
上
天
間
舘
中
学
校
） 

 

小
田
　
冴
騎
、
後
沢
　
和
夏 

　
（
以
上
県
立
三
本
木
高
等
学
校 

附
属
中
学
校
） 

 〈
団
体
の
部
〉 

柏
葉
少
年
剣
士
隊 

　
《
優
秀
賞
》 

　
　
作
田
　
茉
優
、
小
栗
　
大
侑 

　
　
福
田
　
瑞
穂
、
中
村
　
紫
文 

　
　
附
田
　
和
真
、
中
村
　
亮
太
　 

　
《
優
良
賞
》 

　
　
森
田
　
宇
美
、
塚
尾
　
彩
香 

　
　
塚
尾
　
右
恭
、
齊
藤
琳
太
郎
、 

　
　
中
野
渡
聖
奈
　
作
田
京
太
郎 

　
　
藤
嶋
　
章
平
、
小
栗
　
颯
真 

　
　
塚
尾
凌
河 

 

【
優
良
賞
】 

 〈
個
人
の
部
〉 

田
原
　
瞳
子
、
大
池
　
月
南 

峯
田
　
隆
禎
、
山
端
　
愛
未 

佐
賀
　
彩
乃
、
高
松
　
凜
玲 

市
ノ
渡
世
成
、
阿
部
　
優
花 

新
延
あ
ず
み
、
大
池
　
　
香 

濱
村
　
壮
琉
、
成
田
　
理
瑠 

向
井
　
吏
功
、
原
　
　
夏
子 

大
池
　
咲
織
、
鳥
谷
部
瑠
香 

千
葉
さ
く
ら
、
竹
内
　
更
沙 

亀
田
　
彩
乃
、
作
田
　
優
奈 

大
平
　
　
光
、
　
田
　
賢
汰 

太
田
　
拓
伸
、
池
田
　
光
輝 

鳥
谷
部
宇
揮
、
泉
　
明
日
香 

小
倉
　
拓
郎
（
以
上
七
戸
小
学
校
） 

浦
田
　
綺
音
、
佐
藤
　
咲
樹 

沼
田
　
侑
里
、
西
野
　
真
心 

成
田
　
知
秀
、
島
田
　
結
衣 

西
野
　
　
響
、
三
上
愛
美
理 

田
栗
　
琴
音
、
小
島
　
須
王 

和
田
　
唯
斗
（
以
上
城
南
小
学
校
） 

               

工
藤
　
　
葵
、
原
子
　
眞
尋 

簗
田
ち
ず
る
、
長
嶺
　
伸
哉 

坪
　
　
夏
菜 （

以
上
天
間
西
小
学
校
） 

 

貝
塚
　
　
蓮
　
（
天
間
東
小
学
校
） 

  
浦
田
　
拓
人
、
瀬
川
　
佳
奈 

山
口
　
優
奈
、
荒
川
か
れ
ん 

山
田
　
章
広
、
三
上
　
朋
也 

大
池
　
巧
真
、
野
月
　
瑞
穂 

小
舘
　
智
佳
、
江
刺
家
　
武 

鳥
谷
部
佳
祐
、
奈
良
　
雅
裕 

新
堂
　
萌
衣
、
亀
田
　
真
佑 

酒
井
　
大
誠
、
蛯
名
　
宥
馬 

小
倉
　
千
穂
、
前
田
　
友
蘭 

山
口
　
朋
泰
、
四
戸
　
咲
織 

三
上
　
莉
奈
、
岡
田
　
紗
知 

岡
村
　
実
沙
、
竹
内
　
沙
月 

坪
　
　
凌
太
、
三
上
　
裕
介 

天
間
　
康
介
、
浦
田
　
夢
月 

三
上
　
優
紀
、
佐
々
木
柊
青 

（
以
上
七
戸
中
学
校
） 

山
田
佳
也
子 

　
　
（
県
立
三
本
木
高
等
学
校 

附
属
中
学
校
） 
 〈

団
体
の
部
〉 

七
戸
中
学
校
女
子 バド

ミ
ン
ト
ン
部 

　
　
新
堂
　
萌
衣
、
亀
田
　
真
佑 

　
　
山
谷
　
愛
実
、
瀬
川
　
佳
奈 

　
　
山
口
　
優
奈
、
四
戸
　
真
弓 

　
　
長
嶋
　
芽
生 

 

七
戸
中
学
校
陸
上
競
技
部 

　
　
山
口
　
朋
泰
、
　
松
　
祐
孝 

　
　
大
池
　
　
黎
、
山
口
　
竜
吾 

　
　
成
田
　
駿
平
、
三
上
　
朋
也
　 

 

七
戸
中
学
校
剣
道
部 

　
　
塚
尾
　
右
恭
、
齊
藤
琳
太
郎 

　
　
中
野
渡
聖
奈
、
塚
尾
　
凌
河 

　
　
作
田
京
太
郎
、
藤
嶋
　
章
平 

　
　
小
栗
　
颯
真 

 

七
戸
中
学
校
男
子
柔
道
部 

　
　
坪
　
　
凌
太
、
三
上
　
裕
介 

　
　
天
間
　
康
介
、
小
林
　
欣
矢 

　
　
荒
川
　
太
門
、
沢
目
　
　
匠 

　
　
盛
田
　
博
明
、
酒
井
　
大
誠 

 

七
戸
中
学
校
吹
奏
楽
部 

　
　
金
見
　
優
佳
、
鳴
海
　
美
里 

　
　
久
保
田
美
紅
、
小
舘
　
優
佳 

　
　
田
中
　
志
乃
、
荒
町
和
可
子 

　
　
戸
舘
　
　
円
、
中
山
　
綾
乃 

　
　
町
屋
　
敦
菜
、
和
田
　
幸
代 

　
　
川
村
　
理
奈
、
四
戸
　
咲
織 

　
　
竹
内
　
沙
月
、
松
本
　
未
来 

　
　
岡
田
　
紗
知
、
岡
村
　
実
沙 

　
　
津
田
千
妃
呂
、
三
上
　
莉
奈 

　
　
小
笠
原
史
弓
、
小
舘
　
智
佳 

　
　
　
田
　
如
月
、
野
月
　
瑞
穂 

　
　
町
屋
　
敦
美
、
石
田
莉
加
子 

　
　
古
屋
敷
小
鈴 

 

天
間
舘
中
学
校
女
子
駅
伝
チ
ー
ム 

　
　
天
間
　
星
羅
、
　
田
　
公
美 

　
　
坪
　
沙
央
理
、
向
中
野
文
花 

　
　
鳥
谷
部
瑠
依
、
野
々
宮
　
葵 

 

天
間
舘
中
学
校
吹
奏
楽
部 

　
　
笠
石
　
千
穂
、
小
野
　
芹
奈 

　
　
坂
本
　
愁
乃
、
横
山
　
雅
斗 

　
　
鳥
谷
部
由
紀
乃
、
附
田
　
美
悠 

　
　
天
間
　
歩
美
、
工
藤
　
朱
里 

　
　
太
田
　
佑
佳
、
金
見
　
彩
羽 

　
　
柳
平
　
寿
里
、
原
子
　
彩
香 

　
　
市
ノ
渡
　
翔
、
横
山
比
奈
乃 

　
　
向
中
野
藍
理
紗
、
高
松
明
日
香 

　
　
古
屋
敷
純
佳
、
鳥
谷
部
　
栞 

　
　
鳥
谷
部
涼
香
、
川
村
　
夏
海 

　
　
黒
川
　
萌
子
、
小
又
　
礼
后 

　
　
古
内
　
海
空
、
甲
田
紗
愛
果 

　
　
鳥
谷
部
日
菜
子 

 

七
戸
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
　
泉
　
明
日
香
、
成
田
　
　
光 

　
　
田
栗
　
琴
音
、
坪
　
　
夏
菜 

 

天
間
西
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
　
大
池
　
祐
代
、
原
子
　
祐
輔 

　
　
小
又
　
慧
士
、
工
藤
　
徳
仁 

　
　
伊
賀
　
翔
人
、
酒
井
　
慎
吾 

　
　
鳥
谷
部
大
也
、
小
泉
翔
太
郎 

　
　
太
田
　
志
幸
、
大
平
　
菜
奈 

　
　
坪
　
　
佳
音
、
十
枝
内
ひ
な
乃 

　
　
山
本
　
健
太
、
赤
沼
　
琉
児 

　
　
浦
田
幸
之
助 

 

天
間
西
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル 

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

　
　
十
枝
内
ひ
な
乃
、
番
場
　
麻
衣 

　
　
大
平
　
菜
奈
、
小
又
　
真
子 

　
　
　
松
　
想
良
、
杉
本
　
彩
香 

　
　
坪
　
　
佳
音
、
鳥
谷
部
美
空 

　
　
原
子
　
里
菜
、
工
藤
　
瑠
華 

　
　
小
林
　
ら
ら
、
貝
塚
か
な
え 

　
　
上
原
子
結
衣
、
高
田
　
麻
友 

 

最優秀賞を受賞した山口翔心君 

会場の様子 

 

（
体
協-

サ
ッ
カ
ー
） 

（ 

     

（
医
療
法
人
す
み
れ
会-
フ
ァ
イ
ン
・
ボ
ー
ル
） 

（
医
療
法
人
す
み
れ
会-
フ
ァ
イ
ン
・
ボ
ー
ル
） 

（
医
療
法
人
す
み
れ
会-

フ
ァ
イ
ン
・
ボ
ー
ル
） 

 



 
 
予算の内訳 

一般会計　　　85億7,800万円 

特別会計　　　55億2,540万円 

　　計　　   141億340万円 

24年度 
予算総額 

（4） 平成24年（2012）4月号 

特集 特集 

平成24年度当初予算額及び対前年度比較表 

平成23年度当初予算額 

83億9,100万円 

53億7,889万円 

23億4,697万円 

3億2,646万円 

20億1,709万円 

1,436万円 

199万円 

3億1,744万円 

6,114万円 

2億9,344万円 

137億6,989万円 

平成24年度当初予算額 

85億7,800万円 

55億2,540万円 

22億3,794万円 

3億3,572万円 

20億8,358万円 

1,048万円 

1,385万円 

4億7,942万円 

6,461万円 

2億9,980万円 

141億340万円 

比較増減額 

1億8,700万円 

1億4,651万円 

△ 1億903万円 

926万円 

6,649万円 

△ 388万円 

1,186万円 

1億6,198万円 

347万円 

636万円 

3億3,351万円 

比較増減率 

2.2 % 

2.7 % 

△ 4.6 % 

2.8 % 

3.3 % 

△ 27.0 % 

596.0 % 

51.0 % 

5.7 % 

2.2 % 

2.4 %

特 別 会 計 

国 民 健 康 保 険  

後 期 高 齢 者 医 療  

介 護 保 険  

介護サービス事業  

七 戸 霊 園 事 業  

公 共 下 水 道 事 業  

農業集落排水事業  

水 道 事 業  

合 計  

区 分  

一 般 会 計  

町税内訳(15億8,854万円) 

 

町民税 
4億7,728万円 
（30％） 

固定資産税 
9億6,317万円 
（60.6％） 

軽自動車税 
3,981万円（2.5%）  都市計画税　5万円（0%） 

たばこ税 
1億823万円（6.8%） 

歳 入 
 

自 
主 
財 

源 

依 

存 

財 

源 

町税 
15億8,854万円 
（18.5%） 

 

その他 
6億4,578万円 
（7.5%） 

その他 
3億7,695万円 
（4.4%） 
 
 

町債 
5億3,740万円 
（6.3%） 
 

  国庫支出金 
6億5,263万円 
（7.6%） 
 

地方交付税 
43億300万円 
（50.2%） 

 

県支出金 
　4億 
　7,370万円 
　　（5.5%） 
 

⇦



平成24年度予算決まる 
駅前整備を優先するために遅れていた分野へ重点的に配分 
 

　今年度の一般会計当初予算は85億7,800万円で、前年度予算と比べ2.2％増の予算となり

ました。 

　町では、新幹線開業効果を最大限に生かすため、昨年に引き続き、観光PRや誘客事業を

継続するとともに、これまで駅前の整備に重点的に取り組んできたため、遅れていた下水

道や各地域の道路整備などに重点的に予算を配分しています。また、水道は地震に強い配

水管への更新を徐々に進め、災害に強いまちづくりを目指すなど、財政が厳しい状況の中

にあっても、町民が安心して快適な生活ができるよう、重点事項に予算を配分しました。 

 

 

 

【歳出用語の説明】 
民　生　費　→　主に福祉関係に使うお金 
公　債　費　→　町債を返済するために支払うお金 
総　務　費　→　町の総括的な事務に使うお金 
衛　生　費　→　保健施設・ごみ処理など安全で衛生的な生活のために使うお金 
教　育　費　→　幼稚園・学校の管理や公民館など教育全般の事務や事業に使うお金 
土　木　費　→　道路や公園など公的施設に使うお金 
消　防　費　→　消防・救急活動や消防施設等の整備に使うお金 
農林水産業費　→　農林水産業の支援や指導育成に使うお金 
議　会　費　→　町議会の運営や議員の報酬などに使うお金 
商　工　費　→　商工業の支援育成や各種イベントの補助などに使うお金 
 
 

【歳入用語の説明】 
地方交付税　→　所得税など国が徴収した税金の中から、地方公共団体の財政状況に応じて交付
　　　　　　　　されるお金 
国庫支出金　→　町が行う特定の事業の財源として、国から町に交付されるお金 
県 支 出 金　→　町が行う特定の事業の財源として、県から町に交付されるお金 
町　　　債　→　町が行う建設事業などの財源に充てるため、借り入れるお金 
町　　　税　→　みなさんが町に納める税金 

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●  
 

　６ページから平成24年度に町が行う

仕事を“分かりやすく”お知らせする

「予算説明書」を掲載しています。 

　まだまだほんの一部ですが、「この

仕事を載せて欲しい」「ここはもっと

詳しく知りたい」など、気付いたこと

がありましたら、遠慮なくご意見をお

寄せください。 

　ゆくゆくは、町の仕事を分かりやす

く説明できる冊子として、町民の皆さ

まにお届けすることを目指しています。 
 

※財源内訳が記載されていない事業は、

すべての経費を町が負担して行うもの

です。 

（5） 平成24年（2012）4月号 

特集 特集 

議会費 
1億1,290万円（1.3%） 
 

商工費 
1億2,807万円 
　（1.5%） 
 

公債費 
13億8,470万円 
（16.1%） 

 

総務費 
11億3,083万円 
（13.2%） 

 

民生費 
15億6,436万円 
（18.2%） 

 

土木費 
7億9,624万円 
（9.3%） 
 

その他 
11億1,792万円 
（13%） 

歳 出 
 

教育費 
7億6,529万円 
（8.9%） 
 

衛生費 
10億3,594万円 
（12.1%） 

 

消防費 
2億5,247万円  
（3%） 
 

農林水産業費 
2億8,928万円  
（3.4%） 
 



（担当：建設課　建設係） 
 
　国道4号（加賀木材）から天間西小学校を結ぶ通
学路の歩道を整備し、歩行者（児童生徒）の交通の安
全を図ります。今年度は測量調査を行います。 
 
◆工事区間　　　　　加賀木材から天間舘・道ノ上
　　　　　　　　　　線交差点まで1,200ｍ 
◆工事の予定期間　　7月～12月 
◆主な経費 
　　測量調査設計　 
　　　財　源 
　　国の負担 
　　町の負担 

（担当：建設課　建設係） 
 
　七戸中学校から野々上地区を結ぶ幹線道路の幅
を広げ、急カーブ・急勾配を解消し、交通の安全を図
ります。今年度は測量調査を行います。 
 
◆工事区間　　　　　見町スタンドから県道七戸十
　　　　　　　　　　　和田湖線交差点まで1,100ｍ 
◆工事の予定期間　　7月～12月 
◆主な経費 
　　測量調査設計 
　　　財　源 
　　国の負担　　　　 
　　町の負担　　　　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1,010万円 
 

650万円 
　 360万円 

（担当：建設課　建設係） 
 
　住宅の張り付いた砂利道を改良舗装することで
生活環境の向上を図ります。 
 
◆工事区間 
　　町道小又4号線 
　　町道道ノ上12号線ほか2路線 
　　町道道ノ上北線 
　　町道舘野6号線ほか2路線 
　　町道白石４号線 
◆工事の予定期間　　5月～12月 
 

（担当：建設課　建設係） 
 
　町道を安全に通行できるよう、壊れた舗装を補修
して、交通事故などを防止します。 
 
◆工事区間 
　　町道小山平・牧場線 
　　町道舘野・一の森線 
　　町道宇道坂・五十貫田線 
　　町道十字路・長沢線 
　　町道山屋・左組・牧場線 
　　町道金沢・白石線 
　　町道城ノ後・野続線 
◆工事の予定期間　　5月～12月 

 
 
 
 
 

距離 700ｍ 
距離 250ｍ 

　距離 900ｍ 
距離 340ｍ 
距離 350ｍ 
距離 240ｍ 

　距離 100ｍ 
 

 
 
 
 
 
 

距離 168ｍ 
距離 340ｍ 
距離 240ｍ 
距離 275ｍ 
距離   70ｍ 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1,610万円 
 

1,040万円 
570万円 

（担当：商工観光課） 
 
　町では、東北新幹線七戸十和田駅周辺の約21.9haの土地について「土地区画整理事業」を行っています。こ
の事業は、地権者の皆さんから土地を提供していただき、道路や公園の整備や宅地の利用増進を図るもので
す。平成23年度までは、道路や宅地の整備と測量業務を行いました。平成24年度は、土地を登記するために換
地計画書作成業務委託などを行います。 
 
◆主な経費 
　　換地計画書作成等業務委託 
　　その他経費 
 

（担当：建設課　建設係） 
 
　国道4号（道の駅）から倉岡・左組地域を結ぶ幹線道路（通称つつじロード）の歩道を整備し、歩行者の交通
の安全を図ります。また、歩道を整備することで車道も広くなります。 
 
◆工事区間　　　　　横町・蛇坂・荒熊内線交差点から牧場正門までの570ｍの区間 
◆工事の予定期間　　7月～12月 
◆主な経費 
　　歩道整備工事　距離570ｍ、歩道幅3.5ｍ　 
　　車道拡幅工事　距離157ｍ、車道幅8.0ｍ　 
　　立木補償　　　　　　　　　　  　　　　　　 
 

 
 
 
 
 
 
 

2,940万円 
2,070万円 
10万円 

 

 
 
 
 
 
 
 

2,800万円 
707万円 

 

 
 
 
 
 
 
　　　財　源 
　　国の負担 
　　町の負担 
 

 
 
 
 
 
 
 

1,100万円 
2,407万円 

 

 
 
 
 
 
 
　　　財　源 
　　国の負担 
　　町の負担 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

3,250万円 
1,770万円 

（6） 平成24年（2012）4月号 

特集 特集 

都 市 基 盤 の 整 備  

新駅周辺土地区画整理事業 3,507万円 

町道小山平・牧場線歩道整備事業 5,020万円 

町道中野・森ノ上線歩道整備事業 1,610万円 

生活道路整備事業 5,750万円 

町道宇道坂・五十貫田線改良舗装事業 1,010万円 

幹線道路舗装補修事業 1億3,450万円 



（担当：建設課　建設係） 
 
　町が管理している橋の寿命を延ばすため、町では
長寿命化計画を策定しました。この計画に基づいて、
順番に橋の補修を行っていきます。 
 
◆工事区間・経費 
　　和田橋の塗装（橋長32ｍ） 
　　原久保橋の塗装（橋長41ｍ） 
◆工事の予定時期　　8月～11月 
　　　財　源 
　　国の負担　　　   
　　町の負担　　 
　　 

（担当：上下水道課　下水道係） 
 
　下水道への加入を促進するため、各地区の供用開
始日から3年以内に下水道に接続された方に1戸当
たり6万円の奨励金を支給します。 
 
◆主な経費 
　　加入促進奨励金 
 

 
 
 
 
 
 

300万円 
 

 
 
 
 
 
 

910万円 
1,510万円 

 
 

1,560万円 
860万円 

（担当：建設課　建設係） 
 
　笊田地区では、近年の道路整備や宅地化により、
大雨になると夏焼・舘野・蒼前地区から流れた雨水
が水路からあふれ、床下浸水などの被害が起こって
います。 
　この被害を解消するため、笊田地区に大型の排水
路を整備します。 
 
◆工事区間　　　　　大型排水路整備 距離 300ｍ 
◆工事の予定時期　　9月～1月 
 

（担当：建設課　管理係） 
 
　町が保有している除雪機械の整備を行い、冬期間
の交通の確保に努めます。 
　今年度は、平成8年度に購入した除雪機械を更新
します。 
 
◆主な経費 
　　3.1ｍ級除雪グレーダー 
　　　財　源 
　　国の負担　　　   
　　町の負担　　 
 

 
 
 
 
 
 
 

2,400万円 
 

1,600万円 
 800万円 

 
 

（担当：上下水道課　下水道係） 
 
　各家庭や事業所のトイレや台所などから出た汚
水は、下水道管に流れて浄化センターに集められま
す。浄化センターで処理したきれいな水は、川に放
流され水環境の改善につながっています。下水道の
区域内では、整備を進めるため下水道管の布設をし
ています。 
 
七戸処理区 
◆工事区間　　　　　貝ノ口地区及び十役野地区 
◆工事の予定時期　　7月～3月 
◆主な経費 
　　下水道管渠等整備工事 
　　計画設計業務 
 
天間林処理区 
◆工事区間　　　　　天間４常会内と正洞院から
　　　　　　　　　　天間林農村環境改善センタ
　　　　　　　　　　ー前まで 
◆工事の予定期間　　7月～3月 
◆主な経費 
　　下水道管渠等整備工事 
　　計画設計業務 
 
　　　財　源 
　　国の負担　　　   
　　町の負担　　 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1億100万円 
2,300万円 

 
 
 
 
 
 
 

5,300万円 
1,050万円 

 
 

6,500万円 
1億2,250万円 

 

（担当：上下水道課　上水道係） 
 
　導水管は水道水のもとになる原水を浄水場に送
る施設です。 
　これまで、古くなった管の交換を進めてきました
が、今年度ですべての導水管の更新が終わる予定で
す。 
 
◆工事区間 
　　天間林第１浄水場から取水口に向かい410ｍ 
◆工事の予定時期　　8月～12月 
◆主な経費 
　　導水管整備工事 
　　その他経費 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3,567万円 
402万円 

 
 

（担当：上下水道課　上水道係） 
 
　配水管は、浄水場やポンプ場の配水池から主に町
道の下に埋められています。みなさんの家庭や水を
使う施設へ、水を運んでいます。 
　古くなった管や各々で取出した管を一つの配水
管にまとめ、地震に強い管に交換します。 
 
◆工事区間 
　　天間舘中学校の北側をなどの780ｍの区間 
◆工事の予定時期　　6月～12月 
◆主な経費 
　　配水管整備工事 
　　その他経費 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1,525万円 
137万円 

 
 

特集 特集 

（7） 平成24年（2012）4月号 

橋の補修事業 2,420万円 

下水道推進事業費 300万円 

笊田地区排水路整備事業 2,000万円 

除雪機械整備事業 2,400万円 

下水道整備事業 1億8,750万円 導水管更新事業 3,969万円 

配水管等整備事業 1,662万円 



（担当：商工観光課） 
 
　七戸十和田駅南口に位置する「七戸町観光交流セ
ンター」を維持管理するための費用です。 
　七戸町はもちろん、上十三・下北地域の玄関口と
して、多くの来訪者が利用しやすい施設となるよう
管理運営を行います。 
 
◆主な経費 
　　燃料、電気などの光熱水費 
　　おもてなし対策事業業務委託 
　　観光情報等発信事業業務委託 
　　電動自転車レンタル事業業務委託 
　　その他管理経費 
　　　財　源 
　　県の負担       
　　使用料収入　　　　 
　　町の負担　　　 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

840万円 
470万円 
450万円 
216万円 
951万円 

 
140万円 
25万円 

2,762万円 
 

（担当：商工観光課） 
 
　区画整理事業で新たに整備された七戸十和田駅
の南・北駅前広場や公園などの維持管理費用です。 
　多くの方が訪れる駅周辺にふさわしい環境美化
を図るため、その施設の維持管理を行います。 
 
◆主な経費 
　　燃料・電気などの光熱水費 
　　周辺施設環境整備業務委託 
　　その他管理経費 
　　　財　源 
　　町の負担　　　　 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

314万円 
570万円 
184万円 

 
1,068万円 

 
 

 

（担当：上下水道課　上水道係） 
 
　平成24年度から10年間の計画で、各浄水場と町が指定した屋内避難所とを結んでいる配水管を、地震に強
い管と交換します。 
 
◆工事区間　　　　　天間林第1浄水場から白金集落までの2,310ｍの区間 
　　　　　　　　　　鶴児平ポンプ場から七戸中学校南側T字路までの586ｍの区間 
　　　　　　　　　　そのほかの444ｍの区間 
◆工事の予定時期　　8月～3月 
◆主な経費 
　　配水管整備工事 
　　その他経費 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

2億円 
1,616万円 

 
 

 

（担当：商工観光課　商工係） 
 
　商工業の振興を支援するため、地域産業の指導的役割を担う七戸町及び天間林村商工会が行なう事業費の
一部を補助します。 
　また、地元商店街の活性化を図るため、七戸町商店会協同組合が実施しているポイントカードの発行や商
品券を活用した事業、七戸中央商店街協同組合が実施しているイベントなどの事業費の一部を補助します。 
　さらに今年度は「まちづくりチャレンジ事業」として、中心商店街の若手後継者を中心に、各商店の魅力向
上を目指した事業を実施します。 
 
◆主な経費 
　　商工会補助金（七戸町・天間林商工会） 
　　（まちなか丸ごと元気事業費補助金・豊穣祭補助金を含む） 
　　地元購買促進事業費補助金 
　　中央商店街イベント事業費補助金 
　　まちづくりチャレンジ事業費補助金　　　　　　　　【県補助 80万円】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

701万円 
 

227万円 
112万円 
100万円 

 

 
 
 
 
 
 
　　　財　源 
　　国・県の負担 
　　町の負担 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

80万円 
1,060万円 

 

 
 
 
 
 
 
　　　財　源 
　　国・県の負担 
　　町の負担 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

7,075万円 
1億4,541万円 

 

（8） 平成24年（2012）4月号 

特集 特集 

産 業 の 振 興  

商工業振興事業 1,140万円 

ライフライン機能強化等事業 2億1,616万円 

観光交流センターの維持管理 2,927万円 新駅周辺施設の維持管理 1,068万円 



（担当：農林課　農業振興係） 
 
　・にんにく土壌病害虫（イモグサレセンチュウ）対策関係 
　　（１）にんにく生産基盤強化対策事業費補助金（県単） 
　　　　防除を行うための薬品費・資材購入費・種子購入費などを補助します。 
　　　事業内容　補助率1/3 （34,000円/10a限度） 
　　　事業費　　560万円　 
　　（２）にんにくイモグサレセンチュウ対策事業費補助金 
　　　　イモグサレセンチュウによる被害の拡大を防ぎ、品質維持を図るためガスタード微粒剤・ラグビー
　　　　MC粒剤を購入するための費用を補助します。 
　　　事業内容　補助率　町10％・JA10％（10a当り3袋（10Kg） 
　　　事業費　　251万円 
 
　・にんにく優良種子確保対策事業費補助金 
　　収穫量の増加と品質向上を図るため、にんにく優良種子の導入（白玉王）を補助します。 
　　　事業内容　補助率　町10％・JA10％ 
　　　事業費　　178万円 
 
 
 

特集 特集 

（9） 平成24年（2012）4月号 

にんにく対策  989万円 

農 業 の 振 興  

（担当：商工観光課　観光係） 
 
　各実行委員会などが開催するさまざまな観光イベントの運営を支援し、地域の魅力向上を図ります。 
　今年度は、しちのへ夏まつりと、南部地方に古くから伝わる民謡「ナニャドヤラ盆踊り」を同日開催するこ
とで、伝統文化の復活と地域振興の活性化を図ります。 
　また、七戸町観光協会では、関係機関と連携し、昨年に引き続き、旧南部縦貫レールバス等を積極的に活用
した観光開発に取組みます。さらに、東北新幹線開業効果を高めるため、国の緊急雇用対策事業交付金を活用
した事業を実施します。 
 
◆主な経費 
　　しちのへ夏まつり実行委員会補助金 
　　七戸ナニャドヤラ盆踊り大会事業費補助金 
　　七里ウォーキング補助金 
　　東北馬力大会事業費補助金 
　　ホワイトバドル実行委員会補助金 
　　観光協会補助金 
　　着地型観光推進事業業務委託料（緊急雇用創出事業） 
　　観光資源ブラッシュアップ事業業務委託料 
　　　　　　　　　　　　　　　　（緊急雇用創出事業） 
　　商店街にぎわい創出事業業務委託料 
　　　　　　　　　　　　　　　　（緊急雇用創出事業） 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

469万円 
150万円 
70万円 
158万円 
219万円 
569万円 
447万円 
263万円 

 
327万円 

 

 

 
 
 
 
 
 
　　　財　源 
　　国・県の負担 
　　町の負担 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

1,187万円 
1,485万円 

 

（担当：商工観光課　観光係） 
 
　東北新幹線「七戸十和田駅」の開業効果を高めるため、七戸十和田駅開業効果活用推進委員会を中心に、七
戸町をＰＲするキャンペーンを県内外で積極的に開催し、観光客の誘客に努めます。 
　地域の情報を充実させたパンフレットやポスターを制作するほか、七戸町の魅力や食文化などを情報誌に
掲載しＰＲします。 
　また、観光客おもてなし事業は、東北新幹線「七戸十和田駅」の開業効果が発揮できるよう、町の観光施設や
これまでのイベントを磨き上げることで、中心商店街への誘客促進や、おもてなしのサービス向上を図ります。 
 

 
162万円 
76万円 
335万円 

 
493万円 

 
 

◆主な経費 
　　パンフレット・観光ポスター等 
　　広告費 
　　観光客おもてなし事業費補助金　　　　　 【県補助 220万円】 
　　七戸十和田駅 
　　開業効果活用推進委員会補助金 
 

 
 
 
 
 
 
　　　財　源 
　　国・県の負担 
　　町の負担 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

220万円 
846万円 

 

観光レクリエーションの振興　①（観光誘客事業） 2,672万円 

観光レクリエーションの振興　②（観光ＰＲ事業）  1,066万円 



（担当：社会生活課　児童福祉係） 
 
　七戸町の児童が保育所に入所した場合、保育の実
施に必要な経費を町で負担しています。 
　七戸町には、社会福祉法人が経営している保育所
が6施設あります。 
　入所児童数は、平成24年3月1日で548名、他市町
村の保育園に広域で入所している児童が11名でした。 
　平成24年度も、同じぐらいの児童の入所が見込
まれています。 
 
◆事業の内容 
　　児童の措置年齢による保育単価×入所児童数
　を運営費として毎月保育所に支払っています。 
　　　財　源 
　　国の負担 
　　県の負担 
　　保護者負担金 
　　町の負担 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1億5,949万円 
 7,974万円 

1億2,125万円 
　 1億2,578万円 

 
 
 

（担当：社会生活課　児童福祉係） 
 
　少子化対策と子育て支援の一環として、出生から
中学校卒業までの医療費を給付します。 
　給付方法は、保護者の負担を軽減するため現物給
付を行っています。 
 
◆要　　件 
　　所得要件　児童手当特例給付所得制限額。 
　　　　　　　（0歳児は所得制限がありません） 
　　住所要件　対象児童の住所が七戸町にあること。 
◆対象となる医療費 
　　通院や入院でかかった健康保険適用分の医療
　費自己負担分。 
　　健康保険適用外の医療費や入院時の食事療養
　費は給付の対象になりません。 
　　　財　源 
　　県の負担 
　　町の負担 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

850万円 
4,310万円 

 
 

 
 
 
 
 
 

6,490万円 
536万円 

 
379万円 
1,416万円 
5,231万円 

（担当：健康福祉課　保健係） 
 
　七戸町における死因の第1位は「がん」となっています。しかし、がんは定期的に健診を受け、早期に発見し、
早期に治療すれば治る確率が高くなります。 
　町では、健康増進法とがん対策基本法に基づき、がんで亡くなる方を減らすため、がん検診受診率50％を
目標に、集団健診で各種がん検診を行っています。 
 
◆事業の内容 
　　集団健診（総合健診・七戸病院人間ドック）におけるがん検診 
　　・胃がん検診　・肺がん検診　・大腸がん検診　・前立腺がん検診 
　　・子宮がん検診　・乳がん検診 
◆健診期間 
　　総合健診（天間林保健センター・柏葉館）　 8月～11月（指定日） 
　　七戸病院人間ドック　      　　　　　　   6月～  3月（指定日） 
 
 

（担当：農林課　農業振興係） 
 
　（１）冬の農業省エネ施設整備事業費補助金（県単） 
　　　耐雪型パイプハウスを導入するための費用
　　　を補助します。 
　　事業内容　補助率1/4 
　　　　　　　（事業上限6,500円/㎡（21,450円/坪）） 
　　事業費　　129万円 
　 
 
 
 
 
 
 

 
 
（２）冬の農業等パイプハウス事業費補助金（町単） 
　　野菜等生産力強化対策事業や冬の農業省エネ
　　施設整備事業に取り組む場合、さらに町が単独
　　補助します。 
　事業内容　補助率　事業費の20% 
　事業費　　217万円 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
　　　　　　　◆主な経費 
　　　　　　　　　健康診査等委託料 
　　　　　　　　　その他 
　　　　　　　　　財　源 
　　　　　　　　国の負担 
　　　　　　　　受診者負担金 
　　　　　　　　町の負担 
 

（担当：農林課　農業振興係） 
 
　新規就農者に育成機関での研修や独立・自立する
ための給付を行います。 
 
事業内容　年間１人あたり・国150万円+町50万円
　　　　　＝200万円を給付します。 
　　　　　　（最長5年間給付・所得制限300万円） 
事業費　　400万円 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（担当：農林課　農業振興係） 
 
　農林畜産物の生産をベースにした、加工・販売・サー
ビスの提供など６次産業化を推進するための事業
に要する経費を補助します。 
 
事業内容　補助率 2/3以内（上限額 1,000千円） 
事業費　　300万円 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（10） 平成24年（2012）4月号 

特集 特集 

健 康 ・ 福 祉 の 充 実  

保育所運営費 4億8,626万円 乳幼児・子ども医療費給付事業 5,160万円 

冬の農業対策  346万円 

がん検診事業 7,026万円 

青年就農対策 400万円 6次産業の推進  300万円 



 
 
 

（担当：健康福祉課　地域包括支援センター） 
 
　地域包括支援センターは、保健師・社会福祉士・主任介護支援専門員が中心となり、高齢者の総合相談や介
護予防支援、介護予防事業などを行います。 
 
◆主な事業 
　(1) 介護予防事業 
　　　健康な人は状態の維持を目指し、支援が必要になるおそれのある人は、状態の維持・改善を目指すなど、
　　心身の状態に合わせた介護予防事業を行います。 
　(2) 包括的・継続的ケアマネジメント事業 
　　①介護予防マネジメント業務 
　　　　要支援１・２と認定された方の介護予防ケアマネジメントを行い、介護予防サービスの利用を支援
　　　します。 
　　②総合相談業務 
　　　　高齢者の介護・健康・生活についての相談や「どこに相談したらいいかわからない」といった相談に
　　　ついても適切な関係機関やサービスを紹介します。 
　　③包括的ケアマネジメントの支援業務 
　　　　要介護認定を受けた高齢者の皆さんを支えている介護支援専門員（ケアマネジャー）への助言や指
　　　導を行うなど、さまざまな関係機関とのネットワ－クづくりを進めます。 
　　④権利擁護、高齢者虐待の早期発見・防止 
　　　　高齢者の皆さんが安心して自分らしく暮らすために、高齢者の権利を守る支援をします。成年後見
　　　人制度の紹介、高齢者虐待の防止や早期発見などに対応します。 
　(3) 任意事業 
　　　介護が必要になった方や家族を介護している方の支援を行います。 
◆主な経費 
　　生きがい活動・認知症予防事業委託料 
　　相談窓口業務委託料 
　　介護予防ケアプラン作成業務委託料 
　　介護用品支給費 
　　介護相談員賃金 
　　その他経費 
　　　財　源 
　　国の負担　　　 
　　県の負担　　　　 
　　支払基金負担分　　 
　　介護保険料　　　　 
　　町の負担　　　　 
　　その他　　　　　 
 
　　　　　　　　 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

790万円 
101万円 
600万円 
150万円 
458万円 
2,974万円 

 
1,331万円 
666万円 
518万円 
844万円 
666万円 
1,048万円 

 
 
 
 
 
 

（担当：健康福祉課　介護保険係） 
 
　介護保険制度は、40歳以上の方が加入者（被保険者）として
保険料を負担し、介護が必要と認定されたときは費用の一部（原
則１割）を支払ってサ－ビスを利用する制度です。 
　皆さんが納める保険料は、国、県、町の負担金や皆さんが負
担するサービス利用料と合わせて、介護保険を健全に運営し
ていくための大切な財源となります。 
 
　65歳以上（第1号被保険者） 
　　介護や日常生活の支援が必要となったとき要介護（支援）
　　認定を受けサービスを利用できます。 
　40歳以上65歳未満（第2号被保険者） 
　　特定の病気により介護や日常生活の支援が必要になっ
　　たときサービスを利用できます。 
 
※65歳以上の方の保険料は、3年ごとに見直しが行われてい
　ます。平成24年度から26年度までの3年間は、第５期の新し
　い保険料をご負担していただくことになります。 
 

　　　　◆主な経費 
　　　　　　介護給付費 
　　　　　　介護認定審査費 
　　　　　　認定調査費 
　　　　　　その他事務経費 
　　　　　　　財　源 
　　　　　　国の負担 
　　　　　　県の負担 
　　　　　　支払基金負担分 
　　　　　　保険料 
　　　　　　町の負担 
 

 
20億 665万円 

883万円 
1,071万円 
1,652万円 

 
5億  643万円 
2億8,619万円 
5億8,193万円 
3億8,128万円 
2億8,688万円 

 

特集 特集 

（11） 平成24年（2012）4月号 

地域支援事業 5,073万円 

 

介護保険事業 20億4,271万円 



 

（担当：健康福祉課　保健係） 
 
　近年の出生率低下や核家族化、女性の社会進出に
より、子育て環境が大きく変化しています。このよ
うな状況の中で、育児に対する不安の軽減や男性の
子育てへの参加を促進するなど、子どもがすこやか
に生まれ育つように、妊娠期から出産、子育てに関
するさまざまな保健サービスを行います。 
 
◆主な事業の内容 
　(1) 妊婦委託健康診査（医療機関委託） 
　(2) 新生児訪問（生後1ケ月未満） 
　(3) １ケ月児健診（医療機関委託） 
　(4) ３ケ月児健診（公立七戸病院委託） 
　(5) 乳児相談（６ケ月児・１２ケ月児） 
　(6) １歳６ケ月児健診 
　(7) ２歳６ケ月児健診 
　(8) ３歳児健診 
　(9) ３歳児精神発達健康診査 
　(10) ５歳児健康相談 
　(11) ５歳児事後指導教室 
　(12) ことばと聞こえの発達相談 
◆主な経費 
　　健康診査委託料　 　 
　　その他経費 
　　　財　源 
　　国の負担 
　　県の負担　　　　　　 
　　町の負担　　　　　　 
　　　　　  
 

 
 
 
 
 
 

1,125万円 
165万円 

 
2万円 

288万円 
1,000万円 

 

（担当：健康福祉課　保健係） 
 
　感染力が強い病気を流行させないために予防接
種を実施しています。 
　特に子どもや高齢者は、感染すると肺炎などの合
併症を発症することがありますので、発病予防、重
症化予防のために予防接種が必要とされています。 
　麻しん風しんは特に感染力が強いため、未接種者
に対して個別に通知し、再度、接種を勧めています。 
 
◆予防接種の種類　 
　(1) ＢＣＧ（結核） 
　(2) ポリオ 
　(3) 三種混合（破傷風・百日咳・ジフテリア）  
　(4) 麻疹風疹   　　　　　　　　　　 
　(5) 二種混合（破傷風・ジフテリア） 
　(6) 日本脳炎 
　(7) 高齢者インフルエンザ 
　(8) ヒブ 
　(9) 小児用肺炎球菌 
　(10) 子宮頸がん（がん予防） 
 
　―Ｈ24年度から開始しますー 
 
　・後期高齢者(75歳以上）肺炎球菌 
 
◆主な経費　 
　　予防接種委託料 
　　医薬材料費 
　　その他の経費 
　　　財　源 
　　町の負担 
　　本人の負担 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3,463万円 
1,146万円 
 90万円 

 
4,383万円 
  316万円 

 
 
 
 
 
 

（担当：健康福祉課　障害福祉係） 
 
　身体や知的発達、精神に障害のある方が自立した
日常生活や社会生活を営むことができるように支
援します。 
 
◆主な事業内容 
　・障害者手帳の取得により、各種サ－ビスや手当
　　を受けることができます。 
　　　(1) 身体障害者手帳 
　　　(2) 愛護（療育）手帳 
　　　(3) 精神障害者保健福祉手帳 
　・手当の種類 
　　　(1) 特別障害者手当 
　　　(2) 障害児福祉手当 
　・障害のある方の能力や適性に応じて、自立した
　　日常生活をおくるための支援事業があります。
　　　(1) 障害者地域生活支援事業 
　　　　①相談・生活支援事業 
　　　　②コミュニケ－ション支援事業 
　　　　③日常生活用具給付事業 
　　　　④地域活動支援センタ－事業 
　　　　⑤移動支援事業 
　　　　⑥日中一時支援事業 
　　　　⑦訪問入浴サ－ビス事業 
　　　　⑧自動車運転免許取得・改造助成事業 
　　　　⑨その他生活支援事業 
　　　(2) 補装具購入（修理）事業 
　　　(3) 自立支援医療 
　　　　①更生医療給付費事業 
　　　　②精神通院医療制度 
　　　(4) 自立支援給付 
　　　　①居宅介護（ホ－ムヘルプ） 
　　　　②生活介護 
　　　　③自立訓練 
　　　　④就労継続支援 
　　　　⑤施設入所支援 
　　　　⑥グル－プホ－ム、ケアホ－ム 
　　　　⑦その他　自立支援給付 
◆主な経費　 
　　障害福祉サ－ビス費等 
　　更生医療給付費 
　　補装具支給事業 
　　日常生活用具給付事業 
　　地域生活支援事業 
　　療養介護医療費 
　　福祉事務組合負担金 
　　社会福祉法人補助金 
　　各種団体補助金 
　　その他事業費 
　　　財　源 
　　国の負担　　　 
　　県の負担　　　　 
　　町の負担 
　　 　　   　 
 

　　 
2億8,100万円 
1,962万円 
410万円 
441万円 
637万円 
89万円 
892万円 
950万円 
27万円 
271万円 

 
1億5,713万円 
　7,935万円 
 1億131万円 

 

（12） 平成24年（2012）4月号 

特集 特集 

 

母子保健事業 1,290万円 

予防接種事業 4,699万円 障がい福祉事業 3億3,779万円 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（担当：社会生活課　衛生係） 
 
　合併処理浄化槽は、トイレや台所、風呂などの排
水を敷地内で適正に処理する設備です。 
　町では、水質汚濁を防止し、生活環境を守り公衆
衛生を向上させるため、合併処理浄化槽の設置費用
の一部を補助します。 
 
◆主な経費 
　　合併処理浄化槽設置整備事業費補助金 
 
　　青森県合併処理浄化槽普及促進協議会負担金 
 
　　　財　源 
　　国、県の負担　　　　 
　　町の負担　　　　　 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

1,476万円 
 

　2万円 
 

738万円 
740万円 

 

 
 
 
 

571万円 
 
 
 
 
 
 
 
 

571万円 
 

（担当：総務課　防災係） 
 
　災害に強い町づくりを進めるため、防災体制の充
実や強化を図ります。 
 
◆防災諸費 
　・国や県の防災システムと連動した、より早い災
　　害情報の収集や町民への周知などに活用する
　　ための経費です。　 
　・大災害が発生した時、人命救助活動に使われる
　　防災ヘリコプター「しらかみ」を要請するため
　　にかかる経費です。 
　・ 防災無線を維持するための経費も含まれます。 
　　　財　源 
　　町の負担　　　　　　 
 

（担当：社会生活課　環境係） 
 
　清掃センターでは、ごみの収集や分別、リサイクル、
ル、燃えるごみの焼却処分を行っています。町では
清掃センターの維持管理にかかる経費を負担して
います。 
 
◆主な経費 
　　中部上北広域事業組合負担金　 　 
　　　　　　　　（清掃センター） 
　　　財　源 
　　町の負担　　　　　　 
　　　　　  
 
 

（担当：社会生活課　環境係） 
 
　最終処分場では、燃えないごみと焼却灰を埋め立
て処分しています。 
　埋め立てられたごみによる環境汚染を防止する
ために防水シートなどの点検・維持管理に必要な経
費を負担しています。 
 
◆主な経費　 
　　中部上北広域事業組合負担金（最終処分場） 
 
 
 
 

（担当：社会生活課　環境係） 
 
　燃えるごみ、燃えないごみ、資源ごみなどの一般
廃棄物を円滑に収集します。 
　ごみの減量化や効率的な収集運搬を行うためにも、
ごみの分別を徹底し排出ルールを守りましょう。 
　また、ごみステーションの日常管理は、各町内会
にお願いしています。収集日の除雪や清掃など、適
切な維持管理に努めるようにご協力をお願いします。 
 
 

 
 

20万円 
 

20万円 
 
 
 

 
◆主な経費　 
　　ごみ箱設置事業費補助金 
　　　財　源 
　　町の負担 
 
 
 

 
4億3,466万円 

 
 

4億3,466万円 
 

（担当：建設課　建設係） 
 
　町では、5月1日以降に住宅の新築およびリフォー
ムを町内の※登録施工業者と契約し、着工した方に
対して、補助金を交付します。(応募多数の場合は抽
選) 
 
◆主な経費 
　　産業活性化住宅新築リフォーム支援事業補助 
　　（町単独補助） 
　　安心安全住宅リフォーム促進支援事業補助 
　　（県委任補助） 
　　　財　源 
　　県の負担 
　　町の負担　　　　　　 
　　　　　  
 
 

 
 

1,000万円 
 

100万円 
 

100万円 
1,000万円 

 
 

（担当：企画財政課　企画調整係） 
 
　自然と共生するまちづくりの実現に向け、環境問
題についての町民の意識の高揚を図り、自然環境へ
の負荷を低減するため、新エネルギー及び省エネル
ギー機器などを整備する町民や事業所に対して、町
の予算の範囲内で補助金を交付いたします。 
 
◆対象事業 
　太陽光発電システム導入、太陽熱利用システム導
　入、木質バイオマス燃料導入、地中熱ヒートポン
　プ等導入、高効率エネルギー設備等導入、蓄電池
　導入、エコカー導入、ＥＶ充電器導入（事業者） 
　　　財　源 
　　町の負担　　　　　　 
　　　　　  
 
 

 
 
 
 
 
 
 

450万円 
 
 

 
 
 

1,053万円 
 
 
 

（13） 平成24年（2012）4月号 

特集 特集 

合併処理浄化槽整備事業 1,478万円 防災対策 571万円 

生 活 環 境 の 整 備  

一般廃棄物処理事業 4億3,466万円 

住宅新築リフォーム支援事業 1,100万円 クリーンエネルギー促進事業費補助金 450万円 

最終処分場の維持管理 1,053万円 

ごみ収集事業 20万円 



（担当：学務課　学校教育係） 
 
　園児や児童生徒の健康を保ち、増進させるため、
学校保健安全法に基づいた検診や検査を行います。 
 
◆内　　容 
　　検診：内科、歯科、耳鼻咽喉科、眼科 
　　検査：尿、ぎょう虫、貧血、心電図 
　　対象：幼稚園児、小・中学生 
◆主な経費 
　　学校医等報酬　　　　　 
　　検診委託料　　　　　　 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

260万円 
196万円 

 
 
 
 
 
 
 
 

87万円 
824万円 
791万円 

 
36万円 

1,666万円 
 

（担当：学務課　学校教育係） 
 
　経済的な理由により、就学が困難と認められる児
童生徒の保護者に対して、給食費や学用品費などを
援助します。 
　また、軽度の障害がある児童生徒が、特別支援学
級へ通う時の通学用品費などを援助します。 
 
◆主な経費 
　　特別支援 教育奨励費　 
　　給食費　　　　　　　 
　　学用品費等 
　　　財　源 
　　国の負担　　　  
　　町の負担　　　 
　　　　　 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　財　源 
　　交通安全対策特別交付金 
　　県の負担 
　　町の負担 
 

（担当：総務課　交通係） 
 
　交通事故を防止するため、町と交通安全機関、団体などが連携し、町民が交通ルールを守り、交通安全に対
する意識を高めるための啓発活動などを行っています。 
 
◆主な活動 
　・交通指導員･･･毎朝の通学路での街頭指導、学校・会合などに出向いての交通安全指導、イベント時の交通
　　誘導など、身近な地域の交通安全活動 
　・交通安全関係団体･･･四季の交通安全運動期間を中心とした街頭啓発、施設訪問、キャンペーン開催 
　・交通安全施設整備･･･カーブミラーや区画線、防護柵などを整備（交通安全特別交付金） 
◆主な経費 
　交通指導隊員出動手当等 
　交通安全関連負担金等 
　　・七戸地区交通安全協会負担金 
　　・七戸町交通安全協会補助金 
　　・七戸町交通安全母の会補助金 
　　・七戸町女性ドライバークラブ補助金 
　交通安全施設設置費用 
　その他（需用費等） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

147万円 
 

33万円 
11万円 
18万円 
8万円 

384万円 
74万円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

354万円 
25万円 
296万円 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　　　財　源 
　　国の負担 
　　町の負担 
 

（担当：総務課　消防係） 
 
　町民の生命や身体、財産を守るため、もしもの災害や救命救急に備え、すぐに対応できるよう消防車や救急
車などの消防設備を配備しています。 
 
◆常備消防費(2億2,714万円) 
　消防本部と消防署員の人件費や設備費などを常備消防費として負担し、中部上北広域事業組合へ支払って
　います。 
◆非常備消防費(1,909万円)　 
　消防団員の出動手当、報酬、補償に対する掛金などに使われる経費です。 
　消防団員は、それぞれ自分の職業を持っている地域住民が、「自分たちの地域は自分たちで守る」という考
　えのもと、自らの意志で消防団に入団し、地域で発生した火災の鎮圧や地震・風水害などの各種災害の防ぎょ
　活動や行方不明者の捜索、災害の予防広報活動など幅広い業務を行っています。 
◆消防施設費(624万円) 
　消火栓や防火水槽、消防団の車両や屯所など、町の消防施設を維持していくための経費です。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

68万円 
2億5,179万円 

 
 
 
 

（14） 平成24年（2012）4月号 

特集 特集 

園児・児童生徒健康診断 456万円 就学援助事業 1,702万円 

教 育 ・ 文 化 の 充 実  

交通安全のための対策 675万円 

消防費 2億5,247万円 



（担当：生涯学習課　社会教育係） 
 
　安全安心な子どもの居場所づくりと、放課後や週
末の各種体験活動を充実させるため、町内4小学校
区で放課後子ども教室を実施しています。また、地
域ぐるみで子どもたちを育むため、学校での学習活
動などで地域住民のボランティア活動を推進する
ための取り組みを行っています。さらに、家庭の教
育力を向上させるため、町内の保育園や子育て支援
センター、小・中学校で家庭教育講座を実施してい
ます。 
 
◆主な経費 
　　地域コーディネーター・安全管理員等謝礼 
　　 
　　子育て支援コーディネーター・ 
　　　　　　　家庭教育講座講師謝礼 
　　各種ボランティア活動等推進経費 
　　　財　源 
　　国・県の負担 
　　町の負担 
 
 

（担当：生涯学習課　社会教育係） 
 
　町内の子どもたちが、同じ南部藩とゆかりがある
遠野市や八戸市の子どもたちと一緒に、さまざまな
活動に取り組むことを通して、意欲的に交流を深め、
仲間づくりに臨む態度を養うとともに「ふるさとの
良さ」に気付き、誇りと愛着を持とうとする意識の
向上を図ります。 
 
◆事業の内容 
　・事前研修及び結団式 
　・遠野市訪問　7月23日（月）～7月25日（水） 
　・遠野市使節団受け入れ　8月1日（水） 
　・事後研修及び活動報告会 
◆参加者 
　　町内の各小学校6年生から選出された代表20名 
◆個人負担　有 
◆主な経費 
　　宿泊・体験活動・研修等に係る経費 
　　　財　源 
　　町の負担 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

490万円 
 

110万円 
112万円 

 
338万円 
374万円 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

100万円 
 

100万円 
 

（担当：学務課　学校教育係） 
 
　普通学級に在籍し、学習障害（LD）や注意欠陥多
動性障害（ADHD）、自閉症などの障害から、特別な
支援を必要とする児童生徒の学習指導や安全確保、
生活指導などを支援しています。特別支援教育支援
員は小学校に6人、中学校に5人配置します。 
 
◆主な経費 
　　特別支援教育支援員報酬 
　　特別支援教育支援員費用弁償 
 

（担当：学務課　学校教育係） 
 
　生徒の悩みや不安などの解消を図り、いじめや
不登校の未然防止、早期発見、早期対応のため、各
中学校に１人ずつ学校生活相談員を配置します。 
 
◆主な経費 
　　相談員謝礼　　　　　　 
　　相談員費用弁償 
　　消耗品費　　　　　　　　　　 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

1,320万円 
77万円 

 
 
 
 
 
 

126万円 
15万円 
 6万円 

 

（担当：学務課　学校教育係） 
 
　幼児や児童生徒が英語に接する機会を提供し、英
語教育の充実と国際理解教育の推進を図るため、外
国語指導助手（ALT）2人を町内の保育園、幼稚園、小・
中学校へ派遣します。 
 
◆主な経費 
　　外国語指導助手の報酬 
　　外国青年招致事業渡航負担金 
　　外国青年招致事業人員割会費 
　　外国青年招致事業傷害保険負担金 
　　その他消耗品費等 
 

 
 
 
 
 
 
 

704万円 
15万円 
14万円 
5万円 
78万円 

 

 
 
 
 
 

221万円 
1,290万円 

 

（担当：学務課　学校施設係） 
 
　現在使用している屋外トイレを解体撤去し、柏峰
館の隣に新しいトイレを建設します。 
 
◆主な経費 
　　工事設計監理業務委託料　 
　　工事請負費　　　　　　　 
 

（担当：学務課　学校施設係） 
 
　校舎内放送機器（放送室用）を更新します。 
 
◆主な経費 
　　工事費 
 

 
 
 
 

116万円 
 

 
 
 
 
 
 

137万円 
 

（担当：学務課　学校施設係） 
 
　現在使用している防球ネットの一部撤去し、新た
に防球ネットを高くするとともに幅を広げる工事
を行います。 
 
◆主な経費 
　　工事費　 
 

（15） 平成24年（2012）4月号 

特集 特集 

学校・家庭・地域の連携協力推進事業 712万円 南部藩児童交流事業 100万円 

特別支援教育支援員配置事業 1,397万円 学校生活相談員配置事業 147万円 

外国語指導助手派遣事業 816万円 七戸中学校屋外トイレ改築工事 1,511万円 

城南小学校放送機器改修工事 116万円 榎林中学校グラウンド防球ネット改修工事 137万円 



（担当：七戸中央公民館） 
 
　大人であることの自覚と責任を持ち、町の将来を
担う20歳になった青年を祝うため、毎年１月に成
人式を開催しています。  

◆主な経費 
　　成人式記念品など　 　 
　　　財　源 
　　町の負担　　　　　　 
　　　　　  
 
 

 
 
 
 
 
 

62万円 
 

62万円 
 

46万円 
 

46万円 
 

80万円 
40万円 

 
120万円 

 
 
 
 

（担当：七戸中央公民館） 
 
　自主的な芸術、文化活動や婦人の社会的地位の向
上と婦人活動の支援を行っています。 
 
◆主な経費 
　　町文化協会主補助金 
　　町連合婦人会補助金 
　　　財　源 
　　町の負担　　　　　 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　（担当：生涯学習課　文化財保護係） 
 
　平成10年に国指定を受けた二ツ森貝塚史跡公園の維持管理にかかる経費です。竪穴住居の燻蒸、トイレ清
掃、草刈りなどの作業を委託して行っています。 
 
◆主な経費　 
　　委託料 
　　　財　源 
　　町の負担 
 

（担当：生涯学習課　文化財保護係） 
 
　国の史跡指定を受けている「七戸城跡」で公有化
した部分の維持管理を行うための費用です。主に、
貝ノ口地区の草刈りと木の枝打ちや、昭和60年度
から国補助金をもらって買い上げした、土地の維持
管理（草刈り）も行っています。 
　七戸城跡の広大な敷地には、花菖蒲園や山つつじ
園などが整備されています。それらをはじめ、未整
備な部分は年３回ほど草刈りを行っています。また、
団体などの見学があらかじめわかっている時は、散
策路の草刈りなども行っています。 
 
◆主な経費 
　　委託料 
　　　財　源 
　　町の負担 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

150万円 
 

150万円 
 
 

　（担当：生涯学習課　文化財保護係） 
 
　七戸町は「北海道・北東北の縄文遺跡群」を世界文
化遺産に登録するプロジェクトに参加しています。
このプロジェクトは、北海道・青森県・岩手県・秋田
県の4道県による共同事業で、平成27年の世界文化
遺産登録を目指しています。 
　縄文遺跡群は各道県にある15の国史跡でラインナッ
プされており、七戸町にある二ツ森貝塚もまた貴重
な情報を有する遺跡として、構成資産の1つになっ
ています。 
 
◆事業内容 
　世界遺産登録推薦書案を 
　　　　作成するための検討会議の開催 
◆主な経費　 
　　世界遺産登録推薦書案作成事業負担金 
　　　財　源 
　　町の負担 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

42万円 
 

42万円 
 

（担当：生涯学習課　文化振興係） 
 
　鷹山宇一記念美術館は、鷹山宇一の制作した絵画
作品やスペイン陶器など、七戸町にゆかりのある美
術工芸品や資料の収集・保存・公開活用を行い、芸術
や文化、教育の振興に努めています。 
　施設の管理などは、公益財団法人鷹山宇一記念美
術振興会に委託して行っています。 
 
◆主な経費 
　　鷹山宇一記念美術館指定管理委託費 
 
　　　財　源 
　　町の負担 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

1,750万円 
 

1,750万円 
 
 

（担当：生涯学習課　文化振興係） 
 
　鷹山賞児童作品展は、鷹山宇一の画業を顕彰し､
新しい時代を担う子どもたちに、製作体験をとお
して豊かな感性を養い､自由な創造の喜びを味わっ
てもらいたいとの願いを込めて開催しています。
作品は県南地方の小中学生を対象に募集しています。 
　事業は、公益財団法人鷹山宇一記念美術振興会
に委託して行っています。 
 
◆主な経費 
　　鷹山賞児童作品展開催事業 
　　　財　源 
　　町の負担 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

32万円 
 

32万円 
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特集 特集 

 

成人式 62万円 七戸町文化協会・婦人会補助事業 120万円 

史跡二ツ森貝塚公園管理 46万円 

史跡七戸城跡維持管理 150万円 世界文化遺産登録推進事業 42万円 

鷹山宇一記念美術館の指定管理委託事業 1,750万円 鷹山賞児童作品展開催委託事業 32万円 



（担当：スポーツ振興課） 
 
　みなさんのスポーツ活動の場として利用されてい
る体育館・武道館・讃道館の維持管理費用です。みなさ
んが利用しやすい施設となるよう管理運営を行います。 
 
◆主な経費 
　　燃料、電気などの光熱水費 
　　夜間､休日､機械などの管理経費 
　　修繕料、工事費 
　　その他経費 
　　　財　源 
　　使用料収入　　　　 
　　町の負担　　　 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

681万円 
601万円 
 103万円 
 122万円 

  
55万円 

1,452万円 

 
 
 
 
 
 

365万円 
908万円 
61万円 
181万円 

 
40万円 

1,475万円 
 
 

（担当：スポーツ振興課） 
 
　野球場やサッカー場、テニスコートなどがある運動
公園を、みなさんが利用しやすいように維持管理して
います。 
 
◆主な経費 
　　燃料、電気などの光熱水費 
　　公園内環境整備などの管理経費 
　　施設、機械などの修繕料 
　　その他経費 
　　　財　源 
　　使用料収入　　　　  
　　町の負担　　　 
 
 
 

体育館の維持管理 1,507万円 運動公園の維持管理 1,515万円 

（担当：スポーツ振興課） 
 
　屋内温水プールが安全で楽しく利用できるよう
に維持管理しています。 
 
◆主な経費 
　　燃料、電気などの光熱水費 
　　水質検査、監視業務委託料 
　　水質管理のための医薬品費 
　　修繕料、工事費 
　　その他経費 
　　　財　源 
　　使用料収入　　　　 
　　町の負担　　　 
 
 
 

 
 
 
 
 

879万円 
1,177万円 
 24万円 

 1,675万円 
 96万円 

  
120万円 
3,731万円 

 
 
 
 
 
 

847万円 
1,285万円 
2,084万円 
422万円 

 
320万円 
4,318万円 

 
 

（担当：スポーツ振興課） 
 
　宿泊研修施設ふれあいセンターや屋内スポーツ
センター、公園内にある遊具施設など、みなさんが
安全に安心して利用できるよう管理運営を行います。 
 
◆主な経費 
　　燃料、電気などの光熱水費 
　　夜間、休日、機械などの管理経費 
　　修繕料、工事費 
　　その他経費 
　　　財　源 
　　使用料収入　　　　  
　　町の負担　　　 
 
 
 

 
2,704万円 
421万円 

10億5,694万円 
1億8,914万円 

 

（担当：総務課　人事係） 
 
　町長、副町長、教育長の特別職のほか、役場職員の
給与、各手当（時間外手当を除く）の支給とその管理
を行うための経費です。 
　 
◆主な経費 
　　特別職給与費等 
　　特別職共済費 
　　職員給与費等 
　　職員共済費 
 

 
 
 
 
 

60万円 
15万円 
5万円 

 
 60万円 
 20万円 

 
 

（担当：総務課　人事係） 
 
　多様化するニーズへ迅速に対応し、町民の皆さん
が主体のまちづくりを進めるためには、職員が専門
的な知識を学ぶなど資質の向上を図り、意識改革を
続けていくことが必要です。 
　各研修機関が行っている実務研修の受講や、自主
研修を行い、町民の皆さんの視点に立った仕事がで
きる職員を育成します。 
　 
◆主な経費 
　　研修旅費 
　　研修受講負担金 
　　その他保険料、テキスト代 
　　　財　源 
　　国の負担　　　　　 
　　町の負担　　　　　 
 

（担当：総務課　庶務係） 
 
　町長などが町の代表として、または、行政を進め
るうえで、町の利益のために必要と認められる人・
団体と交際をするときに使われる経費です。 
　支出をするときは、常識的な範囲で最少の金額と
なるよう配慮しています。 
　 
◆主な経費 
　　香典、見舞、祝いなど 
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特集 特集 

役場職員の給与 12億7,733万円 役場職員の研修 80万円 

町長交際費 45万円 

プールの維持管理 3,851万円 中央公園の維持管理 4,638万円 

行 財 政 改 革 の 推 進  



（18） 平成24年（2012）4月号 

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り 
保
健
だ
よ
り 

   

　
健
康
福
祉
課 
☎
６
８
ー
４
６
３
１ 

 

ぼ
く
・
わ
た
し 

む
し
歯
な
い
よ 

 

　
２
月
27
日
、
３
歳
児
健
康
診
査

に
お
い
て
、
む
し
歯
の
な
か
っ
た

お
子
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
。 

（
　
）
内
は
町
内
名
。 

                        

                                   

                    

ポリオ（生ワクチン）予防接種のお知らせ 
 
接 種 日　5月9日（水）・5月10日（木） 
場　　所　天間林保健センター 
受付時間　午後12時30分～1時 

 
ワクチン接種費用を助成します 

 
◆全額助成【接種期限：平成25年３月30日（土）】 
　①ヒブワクチン、小児用肺炎球菌ワクチン�
　　【対象者】生後２か月から４歳の乳幼児 
　　　　　　 （５歳の誕生日前日まで）  
　②子宮頸がんワクチン�
　　【対象者】中学１年生の女子  
◆一部助成 
　①高齢者肺炎球菌ワクチン�
　　【対 象 者】75歳以上の方 
　　　　　　（昭和12年３月31日以前に生まれた方） 
　　【接種期間】平成24年12月と25年１月 
　　【費　　用】自己負担額　2,000円 
　②高齢者インフルエンザ予防接種�
　　【対 象 者】65歳以上の方 
　　　　　　（昭和22年10月31日以前に生まれた方） 
　　　　　　特定疾患のある60歳以上65歳未満の方 
　　【接種期間】平成24年11月 
　　【費　　用】自己負担額　500円 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

　対象者には 
　個別通知します。 
 

　対象者には 
　個別通知します。 
 

予防接種のお知らせ 
①麻しん風しんワクチン
　１期　生後12か月以上24か月未満 
　２期　５歳（平成18年４月２日～19年４月１日生まれ） 
　３期　中学１年生（平成11年4月2日～12年4月1日生まれ） 
　４期　高校３年生（平成6年4月2日～７年4月1日生まれ） 

②日本脳炎
　　３歳になる方のほか、接種機会を逃した次の
　方に個別通知します。  
　・小学2年生、小学3年生（Ⅰ期初回と追加の計３回）
　・小学4年生、小学5年生（Ⅰ期追加分）  
  
 

　対象者には 
　個別通知します。 
 

はが　　　 れのん 

芳賀　蓮音くん 

（大　荒）  
毎日歯みがき 

がんばろうね！！ 

まつもと　　　まな 

松本　茉那ちゃん 

（七戸蒼前）  
虫歯なしで 

良かったね！！ 

たかにし　　　ひな 

　西　姫愛ちゃん 

（上川目）  
これからも 
歯みがき頑張るぞ！！ 

かが　　　  いちか 

加賀　市華ちゃん 

（城　内）  
これからも 
歯みがき頑張ろうね。 

まつや　　　みずき 

松屋　水希ちゃん 

（柏葉町）  
虫歯なかったよ！ 
 

のづき　　　そうし 

野月　綜心くん 

（荒中見）  
歯みがき毎日 

がんばりました。 

はらこ　　　まゆう 

原子　舞優ちゃん 

（原　子）  
歯みがき大好き☆これから
も、歯みがきガンバロウね！！ 

やえざわ　　るい 

八重沢瑠己くん 

（城　内）  
虫歯ゼロやったね！これか
らも歯みがき頑張ろうね！ 

まつやま　 しゅうだい 

松山　秀大くん 

（白　石）  
これからも 
ゴーカイにがんばります！ 

まつばやし　　　  りん 

松林　　凛ちゃん 

（榎林1）  
はみがき 
がんばっています。 

てんま　　　　　まな 

天間　　愛ちゃん 

（千鳥団地）  
歯みがき 

頑張りました！ 

まちや　　　みずき 

町屋　瑞稀ちゃん 

（長　下）  
はみがきがんばってます。
これからもがんばります。 

うらた　　　あゆむ 

浦田　歩武くん 
（荒中見）  

これからも 
歯みがき頑張ります。 
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補助内容 
3万円/kW（上限額：12万円） 
※町内の事業者が施工する場合は、5万円を増額して給付。 
 
1設備あたり5万円 
※町内の事業者が施工する場合は、3万円を増額して給付。 
1設備あたり3万円 
※町内の事業者が施工する場合は、1万円を増額して給付。 
 
設置費の5分の1以内（上限額：5万円） 
※対象機器の本体価格が、10万円以上のもの。 
※町内の事業者から購入若しくは施工を依頼した場合は、1万円を
　増額して給付。 
1設備あたり10万円 
※設置費用が、100万円以上のもの。 
※町内の事業者が施工する場合は、3万円を増額して給付。 
設置費用の10分の1以内（上限額：15万円） 
※町内の事業者が施工する場合は、5万円を増額して給付。 
設置費用の10分の1以内（上限額：5万円） 
※町内の事業者が施工する場合は、1万円を増額して給付。 
対象：ガスエンジン給湯暖房機（エコウィル）、潜熱回収型給湯  
　　　器（エコジョーズ）、ハイブリッド給湯暖房機（ECOONE）、
　　　CO2冷媒ヒートポンプ給湯機（エコキュート）、高効率減圧
　　　式石油給湯器（エコフィール）、燃料電池（エネファーム） 
蓄電池容量　2万円/kWh（上限額：6万円） 
※太陽光発電との併設に限る。 
車輌価格の10分の1以内（上限額：10万円） 
対象：電気自動車（EV）、プラグ・イン・ハイブリッド（PHV）  
 
設置費用の5分の4以内（上限額：10万円） 
条件：充電設備を利用者に無償提供し、且つ町などが作成する充電
　　　マップに掲載すること。   
 

対象設備 
1. 太陽光発電システム 
 
2. 太陽熱利用 
　①太陽熱給湯システム 
　　（強制循環型） 
　②太陽熱温水器 
　　（自然循環型） 
3. 木質バイオマス熱利用設備 
　①ストーブ 
　　（ペレット、薪、チップ）

　②ボイラー 
　　（ペレット、チップ） 
 
4. 地中熱ヒートポンプ設備 
 
5. 高効率エネルギー設備 
 
 
 
 
 
6. 家庭用蓄電池 
 
7. クリーンエネルギー自動車 
　 
8. EV・PHV家庭用充電設備 
　倍速充電コンセント 
 
 
 

住
宅
用
・
事
業
者
用 

区分 

個
人
・ 

事
業
者 

事
業
者 

　町では、自然と共生するまちづくりの実現に向け、環境問題についての町民の意識の高揚を図り、自然環
境への負荷を低減するため、新エネルギー及び省エネルギー機器などを整備する町民や町内事業者に対して、
補助金を交付いたします。 
◆補助内容 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（注意事項） 
①この補助金の交付は、同一年度内において、１世帯あたり（団体又は法人の場合は１団体あたり）１設備
　１回に限ります。 
②補助金の申込みは、４月16日からとなります。なお、４月１日から４月15日までに施工した方、購入し
　た方は、下記へお問い合わせください。
 

○問合せ先　企画財政課　企画調整係　☎68－2940（内線337） 
 
 
 
 

七戸町クリーンエネルギー促進事業費補助金 七戸町クリーンエネルギー促進事業費補助金 



（20） 平成24年（2012）4月号 

　町では快適な生活環境の確保と共用水域の水質保全
のため、下水道の整備を進めています。 
　平成24年４月から、新たに七戸地区「字上町野の
一部・字貝ノ口の一部・字天王の一部」で公共下水道
施設の供用及び汚水の処理が開始されます。 
　供用が開始された地区では、トイレや台所、風呂場
などの汚水を下水道へ流すことが義務付けられていま
すので、排水設備工事を行い、公共マスへの速やかな
接続をお願いします。 
　なお、排水設備工事は適切な施工が必要ですので、
町が指定した排水設備工事業者で工事を行ってくださ
い。 
　また、供用開始後３年以内に下水道へ接続された方
には、加入促進奨励金として６万円を交付します。 
 
※奨励金には交付要件がありますので、詳しくは上下
　水道課へお問い合せください。 
※排水設備工事の一部費用は、町で行っている「住宅
　新築リフォーム支援事業」の対象となる場合があり
　ます。詳しくは建設課へお問い合わせください。 
 
　平成22年度の供用開始地区（七戸地区「字荒熊内、
字上町野、字貝ノ口、字天王、字十役野の一部」）は、
　平成25年３月31日で加入促進奨励金の対象期間が
終了します。早めに排水設備工事を行いましょう。 
 
○問合せ先　上下水道課　☎62－6243 

 
 
 

 
 
 
　町では水質保全と快適な暮らしを維持するため、公
共下水道事業と農業集落排水事業を実施しています。 
農作物を育てるために大量に利用した水（下水道管に
流れない水）の下水道使用料や農業集落排水使用料は、
減免を受ける事ができます。 
　申請には、書類の提出が必要ですので印鑑を持参
のうえ、上下水道課までお越しください。 
※減免期間は農作物の耕作期間に限ります。 
※減免基準は、冬期間（１月～３月使用分）の平均と
　なります。 
 
○問合せ先　上下水道課　☎62－6243 
 
 

 

『住宅新築リフォーム支援事業』 
　町では、５月１日以降に住宅の新築およびリフォー
ムを町内の※登録施工業者と契約し、着工した方に対
して、下の表により補助金を交付します。(応募多数
の場合は抽選) 
　詳しくは、町のホームページをご覧になるか、町民
課または建設課に備え付けのチラシをご覧ください。 
①産業活性化住宅新築リフォーム支援事業補助 

（町単独補助） 
 
 
 

 
②安全安心住宅リフォーム促進支援事業補助 

（県委任補助） 
 
 
 
 

※①と②の補助金は併用できます。 
 
※登録施工業者とは… 
　町内に本店があり、事前に登録している建築関連施
行業者。 
　登録を希望する業者は、4月6日から4月20日までに
七戸建築連合組合(☎62－2491)で登録手続きを行っ
てください。 
 
○問合せ先　建設課　☎62－6244 

 
 
 
 

　家庭などから排出される生活雑排水による公共用水
域の水質汚濁防止を目的に、平成24年度中に一般住
宅及び併用住宅へ合併処理浄化槽を設置される方に、
次のとおり補助金を交付します。 
補助対象区域　公共下水道事業認可区域及び 

農業集落排水処理区域以外の区域 
事業完了期日　平成25年３月８日 
 
 
 
 
 

※補助金の対象は10人槽以下となります。 
 
※対象区域に設置する場合でも補助を受けられない場
　合があります。詳しくは、工事着工前に社会生活課
　へ相談ください。 
※浄化槽を正常に働かせるため、定期的に保守点検や
　清掃などの維持管理を行い、年１回の法定検査を必
　ず受検してください。 
※上記「住宅新築リフォーム支援事業」と併用できます。 
 
○問合せ先　社会生活課　☎68－2114

算定の目安 

130㎡未満の住宅など 

130㎡以上の住宅など 

二世帯住宅など 

補助金額 

281,000円 

328,000円 

416,000円 

区分 

５人槽 

７人槽 

10人槽 

区　分 

新　　　築 

リフォーム 

契約額(税抜) 

1,000万円以上 

30万円以上 

補助率 

1％ 

10％ 

補助上限額 

30万円 

20万円 

区　分 

リフォーム 

契約額(税抜) 

50万円以上 

（要件あり） 

補助率 

10％ 

耐震20％ 

補助上限額 

20万円 

耐震60万円 

公共下水道の供用・処理が始まります 公共下水道の供用・処理が始まります 

農作物利用分の下水道・農業集落 
排水使用料は減免を受けられます 
農作物利用分の下水道・農業集落 
排水使用料は減免を受けられます 

住宅の新築やリフォームにかかる経費を助成します 住宅の新築やリフォームにかかる経費を助成します 

合併処理浄化槽の設置にかかる経費を助成します 合併処理浄化槽の設置にかかる経費を助成します 
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４月１日から外来診療の支払いが一定の金額にとどめられます 
　平成24年４月１日から、国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入している被保険者が高額な外来診療を
受けたとき「限度額適用認定証」や「被保険者証」などを提示することで、ひと月の医療機関などでの支払
が一定の金額にとどめられます。 
　次の表の「事前の手続き」が必要な方は、町民課または支所庶務課に申請し、認定証などの交付を受けて
ください。 
　すでに有効期限が平成24年７月31日の限度額適用認定証等の交付を受けている方は、あらためて申請す
る必要はありません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※申請には①保険証②印鑑を持参してください。 
 
○問合せ先　町民課（国民健康保険係・後期高齢者医療係）☎68－2112 
　　　　　　青森県後期高齢者医療広域連合　　　　　　　☎017－721－3821 

 
 
 

 
◆七戸町国民健康保険の一部負担金の減額、免除及び徴収猶予に関する取扱要綱を制定しました 
　七戸町国民健康保険では、震災などの災害により世帯主が死亡したときや、冷害などによる農作物の不作
により収入が減少した世帯の被保険者が入院療養を受けるときに対象となる減免制度を制定しました。詳し
くは、町民課へお問い合せください。 
 
◆こんなときは、14日以内に届出を 
　次のことに該当するときは、証明書・印鑑を持参のうえ、速やかに届出をお願いします。 
 

①ほかの市町村からの転入やほかの市町村に転出するとき 
②職場の健康保険をやめたときや加入したとき 
③職場の健康保険の被扶養者からはずれたときや加入したとき 
④子どもが生まれたときや国保被保険者が死亡したとき 
⑤生活保護を受けなくなったときや受けはじめたとき 
⑥外国籍の人が加入するときややめるとき 

　　 
○問合せ先　町民課　☎68－2112 

 
 
 

  

事前の手続き 

「限度額適用認定証」等の交付を申請 

「限度額適用・標準負担額減額認定証」

の交付を申請 

必要ありません 

「限度額適用・標準負担額減額認定証」

の交付を申請 

必要ありません 

 

病院・薬局などで提示するもの 

①保険証　②限度額認定証　等 

①保険証　②高齢受給者証 

③限度額適用・標準負担額減額認定証 

①保険証　②高齢者受給者証 

①保険証 

②限度額適用・標準負担額減額認定証 

①保険証 

 

高額な外来診療受診者 

70歳未満の方 

70歳以上の住民税 

非課税世帯の方 

70歳以上の住民税 

課税世帯の方 

住民税 

非課税世帯の方 

住民税 

課税世帯の方 

 

 

 

国民 

健康 

保険 

 

後期高

齢者医

療制度 

国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入している高額な外来診療を受ける皆さまへ 国民健康保険・後期高齢者医療制度に加入している高額な外来診療を受ける皆さまへ 

国民健康保険からのお知らせ 国民健康保険からのお知らせ 
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七 戸 町 柏 葉 館　　相談時間　10:30～15:00

野辺地町中央公民館　　相談時間　10:00～15:00

５月 

23日(水)

７月 

25日(水)

９月 

26日(水)

11月 

28日(木)

１月 

23日(水)

３月 

19日(火)

４月 

25日(水)

６月 

27日(水)

８月 

22日(水)

10月 

24日(水)

12月 

19日(水)

２月 

27日(水)

町では、次により町営住宅入居者の募集を行います。 
☆募 集 住 宅　①けやき団地１号（住所）七戸町字中野81番地19 
　　　　　　　　・建設年度　平成４年度　・間　　取　木造平屋建（１棟２戸長屋）２ＬＤＫ（８・６・10） 
　　　　　　　　・家　　賃　約16,900円～25,200円（所得により個人差あり） 
　　　　　　　②倉越団地７－Ａ号（住所）七戸町字倉越４番地１ 
　　　　　　　　・建設年度　平成12年度　・間　　取　木造２階建（１棟４戸長屋）３ＤＫ（８・８・６・６） 
　　　　　　　　・家　　賃　約24,500円～36,500円（所得により個人差あり） 
☆募 集 期 間　４月９日（月）～20日（金）　午前８時15分～午後５時（土・日・祝日除く） 
☆入居予定日　平成24年５月中旬～下旬予定 
☆敷　　　金　入居家賃３ヶ月分 
☆選 考 方 法　選考委員会にて審査のうえ決定します。（なお、公開抽選により決定する場合もあります。） 
☆入居者資格及び入居申し込方法　詳しくは、事前に建設課にお問い合わせください。 
☆必 要 書 類　１） 印鑑 
　　　　　　　２） 世帯全員分の住民票（謄本） 
　　　　　　　　　・町民課または支所庶務課にて申請してください。 
　　　　　　　３）平成23年度所得・課税証明書・収入証明書 
　　　　　　　　　・税務課または支所庶務課にて申請してください。 
　　　　　　　　　・所得が無くても18歳以上の方（主婦・無職等）は、必要です。 
 

○申込み・問合せ先　建設課　☎62－6244 
 

 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 平成24年度移動年金相談日について 

　青森年金事務所では、予約制による年金相談を行っ
ています。会場及び開催日は、以下のとおりです。皆
さまお気軽にご利用ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
１．受付日時 
　　月曜日から金曜日の午前８時30分から午後５時  
２．予約の申し込み方法等 
　　相談日の1ヶ月前から下記の申込み先にて電話で受   
　　付します。
　　　青森年金事務所　　☎ 017－734－7498 
　　　七戸町役場年金係　☎ 0176－68－2115 
　　　七戸庁舎年金係　　☎ 0176－62－2111 
 
☆相談は完全予約制です。忘れずに予約をしてくださ
　い。 
☆基礎年金番号通知書、年金手帳など、基礎年金番号
　の分かる物をご持参ください。（番号が分からない場
　合は、職歴のメモ等をご持参ください。） 
☆代理の方がご相談においでの際は、委任状が必要に
　なります。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「学生納付特例制度」の申請をお忘れなく！ 

　20歳以上の方は、学生であっても国民年金に加入
しなければなりません。しかし、学生の方は一般的
に所得が少ないため、本人の所得が一定額以下の場
合、国民年金保険料の納付が猶予される「学生納付
特例制度」があります。 
対象となる学生 
　学校教育法に規定する大学（大学院）、短期大学、
高等学校、高等専門学校、専修学校及び各種学校（修
業年限１年以上である課程）、一部の海外大学の日
本分校に在学する方（夜間・定時制課程や通信課程
の方も含まれます） 
承認期間 
　４月から翌年３月まで　※次の年も在学予定であ
る場合、４月初めに郵送される再申請の用紙に、必
要事項を記入の上ご返送ください。 
注　　意 
①この制度の申請を行わず、保険料を未納のままに
しておくと、不慮の事故などにより障害が残った場
合に、障害年金を受け取ることができなくなります。 
②承認された期間は老齢年金を受取るために必要な
期間に算入されますが、年金額には反映されません。 
③就職などで収入を得られるようになったら「追納
制度」をご利用ください。10年以内であれば、保険
料を追納して将来受け取る年金額を増額することが
できます。 

 
○問合せ先　七戸町役場年金係　☎68－2115 
　　　　　　七戸庁舎年金係　　☎62－2111 

 

町営住宅の入居者を募集します 町営住宅の入居者を募集します 

国民年金からのお知らせ 国民年金からのお知らせ 
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３
月
31
日
・
４
月
１
日
付
け
で
職
員
の
人
事

異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
い
た
し

ま
す
。 

（
カ
ッ
コ
内
は
旧
所
属
・
旧
職
名
） 

  

退
職
関
係
（
平
成
24
年
３
月
31
日
付
） 

 

定
年
退
職 

●
二
ツ
森
政
人 

（
中
央
公
民
館
長
） 

●
楠
　
フ
ミ
エ 

（
支
所
庶
務
課
長
補
佐
） 

●
米
内
山
良
子 

（
支
所
庶
務
課
総
括
主
幹
） 

●
町
屋
　
健
彦 

（
榎
林
中
学
校
技
能
主
事
） 

●
古
屋
敷
信
夫 

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
技
能
主
事
） 

 

勧
奨
退
職 

●
向
中
野
良
一 

（
城
南
児
童
館
長
） 

●
川
村
　
則
子 

（
農
林
課
長
補
佐
） 

●
簗
田
　
政
光 

（
議
会
事
務
局
次
長
） 

  

派
遣
関
係
（
平
成
24
年
４
月
１
日
付
） 

 

●
大
村
清
隆
　
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長 

（
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
） 

  

新
採
用
関
係
（
平
成
24
年
４
月
１
日
付
） 

 

●
甲
田
　
慶
昭
　
商
工
観
光
課
主
事 

●
冨
田
　
弘
道
　
農
林
課
主
事  

●
高
田
　
理
恵
　
支
所
庶
務
課
主
事  

●
十
枝
内
和
喜
　
上
下
水
道
課
主
事  

●
小
又
　
一
城
　
学
務
課
主
事  

●
勝
田
　
匡
平
　
生
涯
学
習
課
主
事  

●
簗
田
　
貴
徳
　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
事 

●
関
根
裕
太
郎
　
建
設
課
主
事
補 

  

 

昇
任
関
係
（
平
成
24
年
４
月
１
日
付
） 

 

●
鳥
谷
部
　
昇 

　
農
林
課
長（
農
林
課
長
補
佐
） 

●
原
子
　
保
幸 

　
総
務
課
長
補
佐（
総
務
課
総
括
主
幹
） 

●
附
田
　
敬
吾 

　
商
工
観
光
課
長
補
佐 

（
商
工
観
光
課
総
括
主
幹
） 

●
鳥
谷
部
　
勉 

　
農
林
課
長
補
佐 

（
税
務
課
総
括
主
幹
） 

●
甲
田
美
喜
雄 

　
農
林
課
長
補
佐 

（
農
林
課
総
括
主
幹
） 

●
杉
村
　
典
子 

　
建
設
課
長
補
佐 

（
建
設
課
総
括
主
幹
） 

●
船
水
　
弘
子 

　
支
所
庶
務
課
長
補
佐 

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
総
括
主
幹
） 

●
倉
岡
み
ど
り 

　
城
南
児
童
館
長
補
佐 

（
町
民
課
総
括
主
幹
） 

●
中
野
渡
伯
貴 

　
企
画
財
政
課
総
括
主
幹 

（
企
画
財
政
課
主
幹
） 

●
大
沢
田
慎
一 

　
社
会
生
活
課
総
括
主
幹 

（
社
会
生
活
課
主
幹
） 

●
田
村
　
教
男 

　
建
設
課
総
括
主
幹 

（
建
設
課
主
幹
） 

●
阿
部
　
泰
晴 

　
上
下
水
道
課
総
括
主
幹 

（
上
下
水
道
課
主
幹
） 

●
高
田
　
晃
一 

　
税
務
課
主
幹 

（
税
務
課
主
任
主
査
） 

●
大
池
　
昭
広 

　
町
民
課
主
幹 

（
町
民
課
主
任
主
査
） 

●
工
藤
　
素
行 

　
商
工
観
光
課
主
幹 

（
商
工
観
光
課
主
任
主
査
） 

●
田
栗
　
昌
弘 

　
建
設
課
主
幹 

（
建
設
課
主
任
主
査
） 

●
盛
田
　
一
成 

　
学
務
課
主
幹 

（
健
康
福
祉
課
主
任
主
査
） 

●
桜
庭
　
総
明 

　
生
涯
学
習
課
主
幹 

（
生
涯
学
習
課
主
任
主
査
） 

●
中
村
　
哲
也 

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
幹 

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
任
主
査
） 

●
十
枝
内
知
子 

　
議
会
事
務
局
主
幹 

（
議
会
事
務
局
主
任
主
査
） 

 

 

配
置
換
・
兼
務
関
係 

（
平
成
24
年
４
月
１
日
付
） 

 

課
長
級 

●
森
田
　
耕
一 

　
町
民
課
長 

（
社
会
生
活
課
長
） 

●
澤
田
　
康
曜 

　
社
会
生
活
課
長
・
城
南
児
童
館
長
兼
務 

（
町
民
課
長
） 

●
神
山
　
俊
男 

　
中
央
公
民
館
長 

（
農
林
課
長
）  

●
天
間
　
一
二 

　
商
工
観
光
課
推
進
監 

（
新
幹
線
建
設
対
策
課
長
）  

 

課
長
補
佐
級 

●
附
田
千
鶴
子 

　
社
会
生
活
課
長
補
佐 

（
城
南
児
童
館
長
補
佐
） 

●
高
田
　
浩
一 

　
健
康
福
祉
課
長
補
佐 

（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
補
佐
） 

●
原
田
　
秋
夫 

　
商
工
観
光
課
長
補
佐 

（
新
幹
線
建
設
対
策
課
長
補
佐
） 

●
田
嶋
　
邦
貴 

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
長
補
佐 

（
商
工
観
光
課
長
補
佐
） 

●
八
幡
　
博
光 

　
議
会
事
務
局
次
長 

（
健
康
福
祉
課
長
補
佐
） 

 

総
括
主
幹
級 

●
附
田
　
真
治 

　
税
務
課
総
括
主
幹 

（
総
務
課
総
括
主
幹
） 

●
田
中
　
健
一 

　
税
務
課
総
括
主
幹 

（
新
幹
線
建
設
対
策
課
総
括
主
幹
） 

●
蛯
沢
　
久
子 

　
社
会
生
活
課
総
括
主
幹 

（
建
設
課
総
括
主
幹
） 

●
山
村
真
里
子 

　
健
康
福
祉
課
総
括
主
幹 

（
支
所
庶
務
課
総
括
主
幹
） 

●
小
又
久
美
子 

　
城
南
児
童
館
総
括
主
幹 

（
社
会
生
活
課
総
括
主
幹
） 

●
小
又
　
桂
子 

　
建
設
課
総
括
主
幹 

（
上
下
水
道
課
総
括
主
幹
） 

●
佐
々
木
あ
つ
子 

　
支
所
庶
務
課
総
括
主
幹 
（
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
総
括
主
幹
） 

●
坂
本
真
利
子 

　
上
下
水
道
課
総
括
主
幹 

（
健
康
福
祉
課
総
括
主
幹
） 

 

 
 

主
幹
級 

●
今
泉
今
日
子 

　
総
務
課
主
幹 

（
農
林
課
主
幹
） 

●
作
田
　
　
健 

　
健
康
福
祉
課
主
幹 

（
学
務
課
主
幹
） 

●
原
子
　
慎
也 

　
商
工
観
光
課
主
幹 

（
新
幹
線
建
設
対
策
課
主
幹
） 

●
蛯
沢
　
克
哉 

　
南
公
民
館
主
幹 

（
農
業
委
員
会
事
務
局
主
幹
） 

 

主
任
主
査
級 

●
上
原
子
　
敦 

　
総
務
課
主
任
主
査 

（
農
林
課
主
任
主
査
） 

●
工
藤
和
賀
子 

　
企
画
財
政
課
主
任
主
査 

（
総
務
課
主
任
主
査
） 

●
上
野
　
　
司 

　
町
民
課
主
任
主
査 

（
南
公
民
館
主
任
主
査
） 

●
吉
田
　
道
孝 

　
商
工
観
光
課
主
任
主
査 

（
生
涯
学
習
課
主
任
主
査
） 

●
手
代
森
俊
彦 

　
農
林
課
主
任
主
査 

（
建
設
課
主
任
主
査
） 

●
鳥
谷
部
久
美
子 

　
農
林
課
主
任
主
査 

（
企
画
財
政
課
主
任
主
査
） 

●
佐
藤
　
怜
美 

　
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
主
任
主
査 

（
新
幹
線
建
設
対
策
課
主
任
主
査
） 

●
天
間
　
雄
紀 

　
農
業
委
員
会
事
務
局
主
任
主
査 

（
上
下
水
道
課
主
任
主
査
） 

  

職
員
人
事
異
動 

 

　４月１日から商工観光課が七戸
町観光交流センターから七戸庁舎
へ移転します。 
　また、新幹線建設対策課が廃止と
なり、これまでの業務は商工観光課
において引き続き行います。 
　移転により、電話番号やFAX番号
が変更になりますので、お間違いの
ないようにご注意ください。 
※七戸町観光協会も七戸町観光交
　流センターから七戸庁舎へ移転
　します。 

商工観光課 
☎62－2137  FAX62－6245
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天間東小学校児童が 
  野崎地区環境公共推進協議会にお礼状 

 

 

会場はニンニク一色！！　　　　　　   
４年に１度の「229フェスティバル」 

 

 

七戸地域水土里保全会が環境保全向上対策優良表彰を受賞 

 

 

 

 

 

　七戸地域水土里保全会（甲田友廣代表）が青森県

農地・水・環境保全向上対策優良表彰の地域協議会

会長賞を受賞し２月21日、小又町長に喜びを報告し

ました。 

　この表彰は、農地の環境保全に貢献した団体に贈

られるもの。水田の環境整備や天間東小学校の児童

を対象とした生態系調査や簡易水質調査を行うなど

の活動が認められました。 

　甲田代表は「受賞を機に、これからも環境保全活

動に取り組んでいきたい」と、今後の活動に対する

意気込みを語っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　ゆうき青森農業協同組合（大関政敏組合長）は２

月29日、天間林体育館で「229フェスティバル」を

開催しました。 

　今回は、ニンニクを使った料理コンテストＧ－１

グランプリが初めて開催され、町内外から10人が創

作料理や加工品を出品。審査の結果、天間夕貴さん

が出品した「黒ニンニク入りケーキ」がグランプリ

に輝きました。 

　このほか、500グラムの餃子２個をどれだけ早く

食べられるか競う「ニンニク餃子大食い大会」や加

工品の販売、町内の小学生が描いたニンニクの絵の

展示などが行われ、会場は終日多くの来場者で賑わ

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　天間東小学校（千葉信親校長）の３、４年生は２月

27日、同校において、野崎地区環境公共推進協議会（酒

井美代志会長）に対し、お礼状を手渡しました。 

　これは同協議会が11月11日に開催した生き物調査

でお世話になった感謝の気持ちを表したもの。お礼

状には、魚とのふれあいやその喜びなどが書かれ、

身近な地域の環境への興味が伝わる内容となってい

ます。 

　酒井会長は「子どもたち身近に暮らす生き物や自

然を大切にする気持ちが伝わりうれしい」と話して

いました。 

“環境公共”のHPは http://www.pref.aomori.lg.jp/ 

sangyo/agri/kankyoukoukyou.html  

　酒井会長にお礼状を手渡す榎林美穂さんと高田太陽君 
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 中野分館と道ノ上分館のもえっこの会は3月13日、

天間舘中学校（神龍子校長）へ雑巾120枚を寄贈し

ました。 

 もえっこの会は、介護予防教室として、65歳以上

の方を対象に毎月1回、コミュニティーセンターで

開催されています。「手先を動かすことはボケ予防

になる」「タオルはどこの家にもあるからたくさん

作れる」と、参加者がはりきって雑巾を作りました。

神校長は「年度末は校内の大掃除があるのでとても

助かる。きれいな雑巾だと生徒も熱心に掃除に励む」

と話し、大変喜んでいました。 

　神校長（右）と阿部教頭（右から2番目）へ雑巾を手渡す 
　鳥谷部弘子さん（左）と鳥谷部ち子さん（左から2番目） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 　沢 尾　盛 男さん（明治45年２月27日生） 

　七戸町野崎出身。若い頃は船に乗り、遠洋漁業に従事し

ていました。その後は実家で農業を営みながら５人の子ど
もを育てました。昨年12月から東北町にある公立松風荘へ
入所。他利用者との交流を楽しみながら、いつも笑顔で過
ごしています。 
　公立松風荘で行われた贈呈式には、小又町長が訪問。長
寿祝金30万円と顕彰状を贈り、お祝いのことばを述べました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

100歳おめでとうございます 
　 

 

年度末の大掃除に役立てて 
もえっこの会が天間舘中学校へ雑巾を寄贈 

　 

 

いつまでもお元気で！！ 
 



【中央図書館】 【中央公民館図書室】 

お知らせ　中央公民館図書室では、4月28日（土）午前10時から「春のおはなし会」を開催します。 

  

（26） 平成24年（2012）4月号 

      

《
俳
　
句
》 

堅
雪
や
一
直
線
の
通
学
路 

福
田
露
幸 

春
泥
を
児
ら
高
ら
か
に
飛
び
に
け
り 田

中
愛 

凍
滝
に
耳
澄
ま
し
け
り
奥
入
瀬
路 

　
田
美
津
子 

小
さ
き
手
み
な
正
座
し
て
雛
の
客 和

田
馴
二 

春
泥
や
猫
の
足
跡
続
く
床 

森
野
ち
よ 

ラ
ン
ド
セ
ル
春
泥
飛
び
の
け
背
で
踊
る 

天
間
ス
ヱ 

  

《
川
　
柳
》「
コ
メ
ン
ト
」 

コ
メ
ン
ト
を
メ
モ
っ
た
紙
が
見
当
た
ら
ず 

風
貴 

勇
気
出
し
コ
メ
ン
ト
を
し
て
社
会
変
え 花

子 

亡
き
母
の
コ
メ
ン
ト
胸
に
頑
張
れ
た 

幸 
コ
メ
ン
ト
を
求
め
ら
れ
て
る
試
食
会 

香 
文
芸
欄 

文
芸
欄 

新 着 図 書 情 報 ■４月の休館日…26日（木）、29日（日）、30日（月） ■問 合 せ 先…中　央　図　書　館  ☎62－2119 
　　　　　　　　中央公民館図書室  ☎68－2920 
 

《
短
　
歌
》 

 

　
七
戸
群
青
短
歌
会 

 

す
っ
ぽ
り
と
雪
に
埋
も
れ
し
山
里
に 

　
　
　
雪
降
り
し
き
る
春
ま
だ
遠
し 

福
士
孝
衛 

 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
雪
の
晴
れ
間
を
見
て
始
む 

　
　
　
郵
便
ポ
ス
ト
の
角
ま
で
の
道 

大
串
靖
子 

 

新
玉
の
光
を
受
け
て
春
蘭
は 

　
　
　
春
を
待
ち
つ
つ
つ
ぼ
み
の
五
つ 

小
原
璋
子 

 

蕎
麦
う
ち
て
は
ら
り
と
ほ
ぐ
す
湯
気
の
な
か 

　
　
　
元
朝
参
り
冷
え
帰
り
来
て 

市
ノ
渡
つ
ま
子 

　
天
間
林
短
歌
会 

 

た
め
息
か
何
ぞ
言
ひ
し
か
み
ど
り
児
の 

　
　
　
甘
き
声
す
る
受
話
器
の
奥
に 

佐
藤
悠
一 

 

埋
も
れ
る
ほ
ど
の
雪
よ
り
聞
こ
え
く
る 

　
　
　
春
の
気
配
か
か
そ
け
き
遠
音 

高
田
洋
子 

 

三
色
の
ク
レ
パ
ス
を
も
て
占
へ
り 

　
　
　
何
色
で
歩
む
古
希
か
ら
の
道 

哘
崎
ア
イ
子 

 

春
来
れ
ば
語
り
草
よ
と
思
ひ
つ
つ 

　
　
　
格
闘
す
る
ご
と
雪
押
す
日
か
な 

原
信
子 

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10

書 名  

東雲の途 

瓦礫の中の幸福論 
－わたしが体験した戦後－ 

小澤征爾さんと、音楽について話をする 

消費増税では財政再建できない 
－「国債破綻」回避へのシナリオ－ 

父・金正日と私　金正男独占告白 

年収150万円一家節約生活15年め 

老いのくらしを変えるたのしい切り紙 

読売報道写真集 2012 
 
図解東京スカイツリーのしくみ 
－東京スカイツリー公認本－ 

炎路を行く者　－守り人作品集－ 

等　一般書　105冊　児童書　14冊 
（2/11～3/10　登録（購入・寄贈分）） 

書 名  

決別！日本の病根 

水の透視画法 

はげましてはげまされて 

のんちゃんぷる 

大丈夫やで 

ニッポンの嵐 

辻ちゃんのウマかわゴハン２ 

そらをとぶふね（絵本） 

ユとムとヒ（絵本） 

てんぐのくれためんこ（絵本） 

　一般書　7冊　児童書　13冊 
（2/9～3/10　登録（購入分・寄贈分）） 

著 者 名  

あさのあつこ 

渡 辺 淳 一  

小 澤 征 爾  
村 上 春 樹  

野 口 悠紀雄 

五 味 洋 治  

森 川 弘 子  

井 上 由季子 

 
 
Ｎ Ｈ Ｋ 出 版  
（編） 

上橋菜穂子（作） 
佐 竹 美 保（画） 
二木真希子　　   
 

 

著 者 名  

古 賀 茂 明  

辺 見 　 庸  

竹 浪 正 造  

辻 　 希 美  

坂 本 フジヱ 

嵐 

辻 　 希 美  

西 郷 竹 彦  

斎 藤 隆 介  

安 房 直 子  

No. 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10
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”と
っ
て
お
き
の
話
“
懇
話
会
（
高
井
憲

夫
代
表
）
は
２
月
26
日
、
七
戸
南
公
民
館

で
初
め
て
の
懇
話
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
懇
話
会
は
、
町
に
ま
つ
わ
る
逸
話

を
共
有
し
、
後
世
に
も
残
し
て
い
こ
う
と

発
足
。
第
１
回
目
は
同
会
の
メ
ン
バ
ー
で

郷
土
史
な
ど
を
研
究
す
る
日
野
喜
八
郎
さ

ん
、
小
原
保
之
さ
ん
、
安
田
保
民
さ
ん
が

講
師
を
務
め
ま
し
た
。『「
北
口
」
は
あ
る

の
に
「
南
口
」
は
な
い
の
？
』
や
『
小
中

学
校
の
校
歌
や
校
章
に
登
場
す
る
木
の
由

来
』
な
ど
、
知
っ
て
い
そ
う
で
知
ら
な
い 

”と
っ
て
お
き
の
話
“
が
次
々
と
紹
介
さ
れ
、 

      

　
七
戸
地
区
を
中
心
に
読
み
聞
か
せ
活
動

を
行
っ
て
い
る
図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

”お

は
な
し
の
へ
や
“
（
中
村
美
知
代
代
表
）

が
３
月
10
日
、
青
森
市
で
開
催
さ
れ
た
「
つ

な
が
り
あ
い
支
え
あ
い
家
庭
教
育
応
援
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
に
お
い
て
、
県
教
育
委
員
会
の
「
あ

お
も
り
家
庭
教
育
・
子
育
て
応
援
表
彰
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。 

　
こ
の
表
彰
は
、
家
庭
教
育
・
子
育
て
支

援
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
団

体
に
贈
ら
れ
る
も
の
。
”お
は
な
し
の
へ

や
“
は
、
遊
び
や
体
験
を
取
り
入
れ
た
世

代
間
交
流
の
場
を
提
供
す
る
お
は
な
し
会

や
、
乳
幼
児
健
診
で
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

を
行
い
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
読
み
聞
か
せ
を
通
じ
た
、
地
域

の
子
ど
も
や
大
人
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
が 

   

参
加
し
た
町
民
約
40
人
は
、
興
味
深
く
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。 

                 

評
価
さ
れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　
中
村
代
表
は
「
表
彰
を
励
み
に
、
こ
れ

か
ら
も
継
続
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
、
今
後
の
活
動
に
意
欲
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。 

           

七
戸
町
の
歴
史
に
ま
つ
わ
る 

”と
っ
て
お
き
の
話
“ 

図
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

”お
は
な
し
の
へ
や
“
が 

「
あ
お
も
り
家
庭
教
育
・
子
育
て
応
援
表
彰
」を
受
賞 

 

 

 



お
知
ら
せ

お
知
ら
せ 
お
知
ら
せ 

募

集

募

集

 

募

集

 

公立七戸病院 
4月の外来休診 

公立七戸病院 

☎62－2105 
 

糖尿病外来 

４月20日（金） 

 

        

　
現
在
、
中
部
上
北
広
域
事
業
組
合
で

は
「
レ
ジ
袋
型
」
の
ご
み
袋
を
販
売
し

て
い
ま
す
。 

　
そ
れ
ら
に
加
え
、
45
リ
ッ
ト
ル
の
燃

え
る
ご
み
袋
の
み
「
旧
型
の
持
ち
手
が

な
い
も
の
」
も
販
売
し
ま
す
。（
４
月

下
旬
か
ら
店
頭
に
並
ぶ
予
定
で
す
。） 

お
願
い 

　
ご
み
を
出
す
時
は
、
必
ず
ご
み
袋
の

口
を
結
ん
で
く
だ
さ
い
。 

　
結
ば
な
い
で
置
い
た
り
、
袋
の
容
量

を
超
え
て
ご
み
を
詰
め
込
ん
で
ガ
ム
テ

ー
プ
な
ど
で
留
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。 

     

　
町
で
は
、
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所

の
事
故
に
伴
い
、
町
独
自
で
放
射
線
測

定
を
行
え
る
よ
う
に
放
射
線
測
定
器
を

購
入
し
ま
し
た
。 

　
４
月
か
ら
、
校
庭
や
公
園
な
ど
、
主

に
子
ど
も
が
多
く
集
ま
る
場
所
の
測
定

を
行
い
ま
す
。 

　
な
お
、
測
定
結
果
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
公
表
し
ま
す
。 

    

●
固
定
資
産
税
の
縦
覧
に
つ
い
て 

　
固
定
資
産
税
の
納
税
者
は
、
自

分
の
所
有
す
る
固
定
資
産
（
土
地
・

家
屋
）
の
評
価
額
が
適
正
で
あ
る

か
、
無
料
で
縦
覧
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。 

縦
覧
期
間
　
４
月
２
日（
月
）〜 

５
月
31
日（
木
） 

（
土
日
祝
日
を
除
く
） 

午
前
８
時
15
分
〜
午
後
５
時 

縦
覧
場
所
　
税
務
課 

●
雪
害
に
よ
る
家
屋
の
損
壊
に
つ
い
て 

　
家
屋
が
雪
害
に
よ
り
損
壊
し
た

と
き
は
、
固
定
資
産
税
の
減
免
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

　
雪
に
よ
る
家
屋
等
の
損
害
が
あ

っ
た
場
合
は
、
税
務
課
ま
で
届
出

し
て
く
だ
さ
い
。 

     

運
動
の
目
的 

　
広
く
町
民
に
交
通
安
全
思
想
の
普
及
・

浸
透
を
図
り
、
交
通
ル
ー
ル
の
遵
守
と

正
し
い
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
を
習
慣
づ

け
る
と
と
も
に
、
町
民
自
身
に
よ
る
道

路
交
通
環
境
の
改
善
に
向
け
た
取
り
組

み
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事

故
防
止
の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
ま
す
。 

運
動
の
期
間 

　
４
月
６
日
か
ら
15
日
ま
で
の
10
日
間 

    

　 　
４
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
７
日
間
、

県
下
一
斉
に
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」

が
行
わ
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
時
季
は

空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
起
こ
り
や
す

く
な
り
ま
す
の
で
、
火
の
取
扱
い
に
は

十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

　
ま
た
、
県
内
に
お
い
て
も
、
火
災
に

よ
る
死
傷
者
が
依
然
と
し
て
多
く
発
生

し
て
い
ま
す
。
家
族
の
大
切
な
命
を
守

る
た
め
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

し
ま
し
ょ
う
。 

 

全
国
統
一
防
火
標
語 

消
し
た
は
ず
　
決
め
つ
け
な
い
で 

も
う
一
度 

 
七
戸
町
　
七
戸
町
消
防
団 

中
部
上
北
広
域
事
業
組
合
消
防
本
部 

中
部
上
北
広
域
事
業
組
合
中
央
消
防
署 

      

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
４
月
中
に
新

し
い
青
森
県
版
の
電
話
帳
を
各
ご
家
庭

や
事
業
所
に
お
届
け
し
ま
す
。
現
在
お

使
い
の
電
話
帳
は
、
新
し
い
電
話
帳
の

配
達
時
に
回
収
し
ま
す
の
で
、
配
達
員

へ
お
渡
し
く
だ
さ
い
。 

　
な
お
、
不
在
の
た
め
配
達
員
に
古
い

電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
は
「
タ

ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」
（
平
日
：
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
後
日
改
め
て
回
収
に
伺
い
ま
す
。 

        

日
　
時
　
５
月
20
日（
日
） 

午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

場
　
所
　
イ
ベ
ン
ト
広
場 

内
　
容
　
青
森
県
産
の
食
材
を
使
っ
た

　
　
　
　
オ
リ
ジ
ナ
ル
ピ
ザ
の
販
売 

出
店
料
　
無
料 

支
給
品
　
ピ
ザ
窯
（
ド
ラ
ム
缶
）、 

　
　
　
　
ピ
ザ
生
地
50
枚 

募
集
団
体
　
町
内
会
、
団
体
な
ど 

募
集
締
切
　
４
月
13
日（
金
）正
午
ま
で 

　
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
な
ど
、
詳
し
く
は
七

戸
町
商
工
会
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

     
　
　
　
　
　 

 

        

（28） 平成24年（2012）4月号 

放

射

線

測

定

器

を

 

購

入

し

ま

し

た

 

企
画
財
政
課 

☎
６
８-

２
９
４
０  

税
務
課
か
ら
お
知
ら
せ 

税
務
課 

☎
６
８-

２
１
１
３  

持
ち
手
が
な
い
旧
型
の
燃
え
る

ご
み
袋
を
再
販
売
し
ま
す 

中
部
上
北
清
掃
セ
ン
タ
ー 

 

☎
０
１
７
５-

６
３-
２
３
３
６  

ピ
ザ
カ
ー
ニ
バ
ル 

 

七
戸 

出

店

者

募

集

 

七
戸
町
商
工
会 

☎
６
２-

２
５
２
１  

平
成
24
年 

春

の

火

災

予

防

運

動 

総
務
課 

☎
６
８-

２
１
１
１  

平
成
24
年 

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動 

総
務
課 

☎
６
８-

２
１
１
１  

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
発
行
の 

電
話
帳
を
配
達
・
回
収
し
ま
す 

 

タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ 

☎
０
１
２
０-

５
０
６-

３
０
９  

in



催
し
な
ど

催
し
な
ど 
催
し
な
ど 

                                            

                   
                         

 

   

２
月
15
日
〜
３
月
15
日
 

 ◎
お
誕
生
 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

 
　
子
ど
も
　
　
　
母
親
　
　
住
所
 

 

市
ノ
渡
瑛
音
く
　
ん
　

寛
　
子
さ
ん
　

天
　
王  

 

山
口
　
奈
那
ち
ゃ
ん
　

未
　
華
さ
ん
　

野
　
続 

 

白
石
　
　
蓮
く
　
ん
　

麻
　
衣
さ
ん
　

白
　
石 

 

福
井
　
聖
菜
ち
ゃ
ん
　

英
　
子
さ
ん
　

向
原
子 

 向
中
野
美
桜
ち
ゃ
ん
　

琴
　
枝
さ
ん
　

松
ケ
沢  

 田
嶋
唯
邦
歩
く
　
ん
　

広
　
美
さ
ん
　

天
間
４
 

                  

◎
ご
結
婚
 

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
 

 　
坪
　
　
　
利
　
也
さ
ん

　
森

ノ

上

 

　
下
栃
棚
　
正
　
子
さ
ん

　
十
和
田
市
 

 　
天
　
間
　
淳
　
一
さ
ん

　
天

間

１

 

　
吉
　
田
　
美
由
紀
さ
ん

　
鶴

田

町

  

 

 ●
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
 

 

鈴
　
木
　
ヒ
　
デ
さ
ん 

91
歳  

笊
田
川
久
保 

田
　
中
　
　
　
一
さ
ん 

79
歳  

野
　
続 

倉
　
岡
　
つ
　
や
さ
ん 

90
歳  

古
屋
敷 

大
　
平
　
喜
一
郎
さ
ん 

95
歳  

川
　
去 

坂
　
本
　
市
五
郎
さ
ん 

81
歳  

白
　
石 

坪
　
　
　
み
ど
り
さ
ん 

82
歳  

坪
　
１ 

　
　
野
　
ニ
　
ガ
さ
ん 

83
歳  

十
字
路 

　
　
田
　
善
次
郎
さ
ん 

88
歳  

榎
林
３ 

　
　
田
　
健
　
次
さ
ん 

92
歳  

昭
　
和 

田
　
嶋
　
ハ
　
ナ
さ
ん 

94
歳  

中
　
岫 

中
　
村
　
フ
　
ミ
さ
ん 

80
歳  

榎
林
２ 

寺
　
沢
　
勝
　
子
さ
ん 

67
歳  

舘
　
野 

浦
　
田
　
ヨ
シ
ノ
さ
ん 

96
歳  

沼
ノ
沢 

     
え
い
と 

な
　
な 

　
　
れ
ん 

せ
い
な 

み
　
お 

い  

く  

む 

 

く ら し の 相 談 窓 口  
 

お気軽にご相談ください。 
相談料は無料《秘密厳守》。  
行政・人権相談 

（人権問題や悩みごと、行政への要望など）  
町民課☎68－2112、庶務課☎62－2111 
日　時　４月11日（水）午前９時～12時 
場　所　七戸町役場 
　　　　本 庁 舎　2階 第3会議室 
　　　　七戸庁舎　3階 第1・第2会議室 
相談員　行政相談委員、人権擁護委員  

 
消費生活相談 

（多重債務など消費生活に関すること）  
企画財政課☎68－2940 

日　時　４月11日（水）、25日（水） 
　　　　午前10時～12時 
場　所　七戸町役場　本庁舎　1階 会議室 
相談員　町消費生活相談員 
※相談日以外でも電話での相談を受付して
います。 

        

　
七
戸
町
の
歴
史
と
人
の
中
に
眠
っ
て

い
る
、
知
的
に
し
て
楽
し
い

”と
っ
て

お
き
の
話
“
を
聴
い
て
み
ま
せ
ん
か
。

町
の
新
た
な
魅
力
が
発
見
で
き
る
と
思

い
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ

さ
い
。 

日
　
時
　
４
月
22
日（
日
） 

午
後
１
時
30
分
か
ら 

場
　
所
　
七
戸
南
公
民
館
　
集
会
室 

演
　
題 

　
①
「
七
戸
の
苗
字
の
由
来
と 

私
の
失
敗
談
」 

作
田
　
鉄
夫 

氏 

              

　
②
「
天
間
林
の
こ
と
〜 

軍
馬
補
充
部
を
中
心
に
」 

天
間
　
松
雄 

氏 

　
③
「
思
い
出
す
こ
と
」 

〜
『
七
戸
の
昔
が
た
り
』
よ
り
」 

高
田
　
　
明 

氏 

（
※
各
演
題
と
も
30
分
程
度
を
予
定
。） 

主
　
催
　
”と
っ
て
お
き
の
話
“
懇
話
会 

     

日
　
時
　
４
月
20
日（
金
）〜
22
日（
日
） 

　
　
　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時 

場
　
所
　
山
勇
及
び
旧
盛
喜
ビ
ル 

内
　
容 

　
古
布
で
作
っ
た
つ
る
し
飾
り
や
ひ
な

人
形
の
展
示
、
つ
る
し
飾
り
の
製
作
体

験
（
有
料
）
が
で
き
ま
す
。
是
非
、
御

来
場
く
だ
さ
い
。 
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平成24年２月29日現在  
★人口と世帯 

　男　　　8,433人　（－48） 

　女　　　9,121人　（－ 18） 

　計　　 17,554人　（－ 64） 

世帯数　6,823世帯　（－ 32） 

　（　 ）内は前月比  
★交通事故 

　件数    6件　（12件）　〈－3〉 

　傷者  10人　（18人）　〈　0〉 

　死者    0人　（  0人）　〈　0〉 

　（    ）内は１月からの累計 

　〈    〉内は平成23年同月末比  

★町内の火災 

　建　　　　物　 1件  （2件） 

　林野・その他　 1件  （1件） 

　（    ）内は１月からの累計 

　 
＋ 
－ 

　 
＋ 
－ 

戸
籍
の
窓
口
 

町の統計  

 

 

第
２
回  
と
っ
て
お
き
の
話 

懇

話

会

 

七
戸
中
央
図
書
館 

 

☎
６
２-
２
１
１
９  

春

よ

こ

い

 

七

戸

ひ

な

ま

つ

り

 

わ
の
会 

☎
６
２-

２
１
４
９  



会期／2012．4.28（土）～6.24（日) 

 

「金山平三 + 鴨居玲」 展 
 
 

キャンドルの暖かさを被災地に 
復興の祈りを込めて・・・ 

 

青森公立大学生が 
「まちづくり」 のアイディアを発表 

 

七戸町立鷹山宇一記念美術館特別展 

＝二人の天才画家 ～描く、ということ。生きる、ということ～ 

●発行日　平成24年４月１日発行 

●発行者　七戸町　企画財政課 

　　　　　〒039－2792　青森県上北郡七戸町字森ノ上131－4　℡ 0176－68－2940

（この広報は再生紙を使用しています。） 

　素朴な田園風景を愛し、大正･昭和と活躍をした近代洋画界の巨匠・
金山平三と、見る者が苦しくなるほどの情熱で「人間」を描き続け、
57才の若さで惜しまれつつこの世を去った現代洋画界の鬼才･鴨居
玲の作品を一堂にご紹介します。 
　世代も描く対象も異なる二人に共通するもの、それは、「描く」
ということに生き、自分らしさを否定することなく生きようとした
こと･･･。指標を見失いがちな現世において「今」を生きる皆さまに、
二人の天才画家の作品から、これからの人生を歩んでいく上での手
掛かり、ヒントを感じ取っていただけたなら、望外の幸いに存じま
す。ご来館を心よりお待ち申しあげております。 
 

■入館時間■　午前10時～午後５時30分（閉館は午後６時) 

■休 館 日■　定休日＝毎週月曜日（但し、4/30は開館） 
　　　　　　　展示替え休館＝4/23㈪～4/27㈮ 

■入 館 料■　一般700(500)円、学生300(240)円、 
　　　　　　　小･中学生無料 
　　　　　　　　※(　)内は前売券、20名様以上の団体、JAF会員、　　　
　　　　　　　　　県民カレッジ受講者割引料金 

■問合せ先■　町立鷹山宇一記念美術館　☎62－5858 
 

 

  
「日動画廊と画家の素顔」 

 

 

  
「日動画廊と画家の素顔」 

 

 

●トーク・ショーのごあんない●  

「日動画廊と画家の素顔」 
会　場　鷹山宇一記念美術館絵画室１．２ 
講　師　日動画廊社長・長谷川徳七様、智恵子様ご夫妻 
日　時　5/12(土)18：00開場･18：30開演 
　　　　＊申込みと入館料が必要です  
 
 

　七戸の明日を考えるまちづくり100人会議（田中清一代表）
は３月11日、七戸十和田駅前ロータリーで「キャンドルナ
イト in SHICHINOHE」を開催しました。 
　これは、オリジナルキャンドルや天ぷら油の廃油でつく
られたエコキャンドルに明かりをともし、節約した分の電
力とキャンドルのあたたかさを被災地に届けようという試み。
訪れた人は、ほのかな明かりに包まれた駅前で、震災から
の復興を祈りました。 
　また、観光交流センター内では、アニマシオン七戸（五
十嵐みよ代表）の協力のもと「花灯り、つるし雛展」が行
われ、花灯りの電源や会場の照明には、太陽光で発電され
たグリーン電力が利用されました。 
 

　町と官学連携協定を結んでいる青森公立大学
地域みらい学科の学生が３月13日、柏葉館で
地域振興プロジェクトの結果報告会を行いました。 
　今年度は観光をテーマに「天王つつじまつり」
や「パワースポット巡り」、「そば博覧会」など
を調査。観光客に目的地までの距離や時間など
を教えてくれる「案内し隊」の配置や、観光名
所までの案内看板の設置など、観光客の目線で
気付いた点やアイディアを提案しました。 
　これまでも「そば博覧会」の開催や「ねがい
かなうちゃん」のデザインなど学生のアイディ
アが実現したものもあり、小又町長は「若い視
点からの提案はとてもありがたい。いただいた
アイディアを町の魅力アップに繋げていきたい」
と話しました。 
 
 

自分らしさとは･･･ 
　　　　あなたは　 

　信念をもって、 
　　　　「今」を 
　生きていますか？ 
 
 ㊤金山平三｢雪深し｣ 
(油彩･カンヴァス、1945-56年) 

㊧鴨居玲｢廃兵｣ 
(油彩･カンヴァス、1973年) 
 


